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復 活 祭 を め ぐ る儀礼 の過 程 の変 形 と意 味

　　メソ・アメリカの民俗的想像力との出会い

黒 田 悦 子*

The Transformations in the Ritual Process of Holy Week: 

 an Encounter with Folk Imagination in Mesoamerica

Etsuko KURODA

   This is an attempt to understand the ritual processes of Holy 
Week, by dividing them into phases and sub-phases, as well as to 
analyse a variety of transformations in the ritual processes wherein 
some processes are emphasized by particular societies until the 
implications that the processes try to convey deviate from the 
Passion Play, the original theme of the Holy Week rituals. This 

paper also attempts to locate my data on the Mixe Holy Week 
rituals in the broad perspectives of Mesoamerican ethnography. 

   Most communities described in Mesoamerican ethnographies 

perform each phase of the Holy Week rituals (usually lacking the 
Carnival), without giving special emphasis to any particular phase. 
This is a type of the simple presentation of the Passion Play. The 
typical case is cited from the Mixe Holy Week performances which 
I observed in 1973 and 1974, in the highland Mixe villages of 
Oaxaca, Mexico.  . 

   The second type is a variant of the first one. The simple 

presentation is elaborated and enriched with ritual elements such 
as characters and ritual performances in which the details of the 
Passion Play are re-enacted meticulously. Examples for this type 
are found in economically and culturally developed communities 
such as  Yalalag, Mitla, Tzintzuntzan, Tome (New Mexico), 
Chichicastenango, and Chinautla. In this type, the  penitente, the 
Carnival, and the dualism between Christ and Judas, are added 
to the  "flat" presentation of the Passion Play, although none of 
the three elements is accentuated in the flow of the total ritual
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processes. This type suggests three possibilities of transforming 
the "flat" presentation of the Passion Play. 

   The first type of transformation is possible by an emphasis on 
the penitente rituals, as reported from  MichoacAn, and the hispanic 
communities in New Mexico, where the penitente brotherhoods for-
merly functioned as mutual help organization in their isolated rural 
circumstances. 

   The second transformation is realized by emphasizing the 
Carnival rituals. Syntagmatically, this phase precedes to the 
rituals during the Holy Week per se, but paradigmatically the 
Carnival rituals are a dramatic highlighting of what is performed 
on the days between the Psalm Sunday and the Sunday of Res-
urrection. The cases cited are from the highland and lowland 
Maya communities, where indio-ladino tensions are reflected in the 
Carnival ritual performances bearing a Christ-anti-Christ theme. 

Urban cases of the Carnival, cited from Dominica, Andalusia and 
others, lack a Christian theme, and the Carnival is performed as 
the "ritual of reversals" [TURNER 1978] in which actual class 
relationships are ritually reversed. 

   The third transformation is an emphasis on dualism. Cora, 
Mayo, and Yaqui ethnographies offer rich data on this trans-
formation. Here, Christian images of the Holy Week performances 
are overshadowed by the dualistic orientation and images inherent 
in their native cultures. 

   Thus, syntagmatically the so-called Holy Week rituals show 
 a  long  series of phases and sub-phases, but paradigmatically the 

presentations of penitence and dualism are their main purpose. 
The two variations (types  1 and 2) and the three transformations 
described above reflect the social situations and symbolic structures 
inherent in the native societies, which functioned to incorporate the 
Holy Week rituals into their own ritual systems. The main 

purpose of this article is to describe and analyse these variations and 
transformations and to decipher the implications which they try
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は　 じ　 め　 に

　世 界 の カ ト リック文 明 圏 は,毎 年2月 か ら4月 にか けて,復 活 祭 を め ぐる儀 礼 で に

ぎ わ う。 こ こで い う復 活 祭 を め ぐる 儀 礼 と は,カ ー ニ ヴ ァル(Carnaval),四 旬 節

(Cuaresma),聖 週 間(Semana　 Santa)に わ た る一 連 の 儀 礼 を さ して い る。 私 が 専 攻

して い る メ ソ ・ブ メ リカ文 化 圏 もカ ト リック文 明 圏 の 例 外 に もれず,・ この時 期 は一 年

の 内 で も儀 礼 へ の 関わ りが 最 も高 ま る時で あ る。 町 も村 も復 活祭 の演 出 に忙 殺 され,

時 間 は ま さ に キ リス トの 時 代 に戻 って い く。 そ こで 演 出 され る儀 礼 の過 程 は複 雑 に流

れ るが,基 本 的 な 目的 はキ リス トの受 難 劇(Pasi6n)の 演 出 に あ る。 そ れ こそ が復 活

祭 の 唯一 の テ ー マで あ り,そ の 意 味 か らい って,儀 礼 の過 程 の 全 体 と して の 流 れ は既

に所 与 の もの で あ る 。

　 とは い え,メ ソ ・ア メ リカの 広 い 文 化領 域 に は,種 々の 個 性 的 な 復 活 祭 が み られ る。

受 難 劇 とい う復 活祭 儀 礼 の根 本 的 な構 造 に は変 りは な いが,儀 礼 の 過 程 や 一 つ 一 つ の

儀 礼 の構 成 要 素 に は大 き な変 形 が み られ,そ の結 果,一 連 の 儀 礼 が 伝 え よ う と して い

る意 味 に も大 幅 な差 がで て くる。 この 変 形 の諸 々の形 は復 活 祭 儀 礼 の 過 程,ひ い て は,

そ の 基 本 的 構 造 が 変 形 され うる可 能 性 の ヴ ァ リエイ シ ョン と限界 を し め し,各 々の 変

形 の伝 え る意 味 は儀 礼 の担 い手 が属 して い る社 会 組織 や 固有 の象 徴 構 造,ひ い て は民

俗 的 想 像 力 に まで 光 を あ て る こ とで あ ろ う。 当研 究 ノ ー トで私 が 意 図 して い る こ と は,

この変 形 と意 味 を 検 討 す る こ とで あ る。

　 当研 究 ノー トで は,変 形 の 実例 は メ ソ ・ア メ リカの 各地 域 か らひ か れ て い る が,そ

れ らは地 域 差 の 研 究 の た め に 引 用 さ れ たわ けで はな く,あ くま で も変 形 の可 能 性 の実

例 を しめす た め に と りあ げ られ て い る 。現 在 の と こ ろ,筆 者 の 知識 が主 と して メ ソ ・

ア メ リカ に限 定 され て い るた め,地 域 的制 限 を越 え る こ とが で きな か った が,将 来,

知 見 を広 めつ つ,世 界 の 各 地,特 に,ス ペ イ ンか ら資 料 を え て,こ の研 究 ノ ー トを拡

大 し,考 察 を深 め た い と思 って い る。

　 な お,こ こで使 って い る メ ソ ・ア メ リカ の 領 域 はPaul　 Kirchhoffの 定 義 に よ って

い るが[KIRCHHOFE　 l952],こ の 文化 領 域 の北 限 に合 衆 国 の ニ ュー ・メ キ シ コ州 に

み られ る イ スパ ー ノ文化 圏 を も加 え た[黒 田　 1978:122-126]。

　 この 研 究 ノー トを ま とめ る に あ た って,L・6vi-Strauss[1976:146-197]の``The

Story　of　Asdiwal",　 Victor　 Turnerの 一 連 の著 作,山 口 昌男 の 『ア フ リカ の 神話 的

世 界 』 に教 示 され る こ とが多 か った 。 山 口 氏 の著 作 に な ら って 各 章 の 副 題 を思 い浮 べ
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る こ とがで きた こと を こ こに記 して,同 氏 に謝 意 を 表 した い 。

　 草 稿 の段 階 で 大 林 太 良 先 生 に読 ん で い た だ き,貴 重 な 御 批判 を頂 くこ とが で きた 。

Stannerの オー ス トラ リア の 儀 礼 の 分 析[STANNER　 l960]に な ら って 儀 礼 の全 過

程 を段 階 に分 け て考 察 す る こと,syntagmaticな 経 過 とparadigmaticな 項 目 との 関

連 を考 察 す る こ と[大 林 　 1979],と い う二 点 で あ った。 本 稿 で は,後 者 の 御 指 摘 を

か な らず し も生 か す こ とが で きな か った。

　 第5章 に つ い て は 「都 市 人 類 学 研 究 会 」'で発 表 した こ とが あ り,梶 原 景 昭氏 よ り有

益 な御 批 評 をい た だ い た 。

　 用語 は 日本 で極 めて 一 般 的 に な って い る もの以 外 は ス ペ イ ン語 発 音 に統 一 した 。 そ

レて,混 乱 を さけ る た め に,初 出 の時 に はス ペ イ ン語表 記 を付 した。

1.儀 礼 の過程　　概論

　 現 在 の メ ソ ・ア メ リカの 町 や村,イ ンデ ィ オの 村 で み られ る復 活祭 は宣 教 師 に よ っ

て 移 植 され た もの で あ るが,ヨ ー ロ ッパ 起 源 の 原 初 的 形 態 が どの よ うな もの で あ った

か を伝 え て くれ る文 献 を私 は手 元 に持 って い ない 。 この 面 につ い て は カ ト リック教 会

史 関係 者 の手 に よ る膨 大 な研 究成 果 が あ る に ちが い な い 。 この 筋 の 探 究 は 当研 究 ノ ー

トの 目的 か らはず れ るの で,こ こで は手 元 に あ る二 次 資 料 に頼 りな が ら復 活 祭 の儀 礼

の概 要 を伝 え,以 下 に続 く各 章 の展 開 に そ な 孝 た い と思 う。

　 16世 紀 の メ キ シ コで の宣 教 活 動 に関 す る 古 典 的 文献 で あ るRobert　 Ricardの 著 書

[RICARD　 l966]に さ え も復 活 祭 儀 礼 の 新 大 陸 へ の 移 植 につ い て は余 り記 述 が な い。

この書 の第12章 は宣 教 師 の 編 集 した聖 史 劇 や奇 蹟 劇 の説 明 に費 や され て い る が,復 活

祭 儀 礼 の演 出 に つ いて はふ れ られ て い な い 。 わ ず か にRicardは,16世 紀 に も受 難 劇

が 上演 さ れ て い たで あ ろ う こ とを,20世 紀 初 頭 に記 録 されfcタ ラ ス カ ンの 村 チ ンツ ン

ツ ァ ンに お け る受 難 劇 の残 存 例 か ら類 推 して い る[RlcARD　 l966:205]。 　 しか し,

彼 が 言及 して い る 例 が会 堂 や 野外 舞 台 で 上 演 さ れ る 劇 な の か,私 が 当 研 究 ノ ー トで

扱 お う と して い る,町 や村 を あ げ て の 受 難劇 の演 出 な の か不 明 で あ る。George　 M・

Fosterの 調 査 した1940年 代 の チ ンッ ンツ ァンか らは,村 が らみ の 演 出 の事 実 の み が

報 告 され て い る[FosTER　 1948:209-213]。

　 受 難 劇 の 演 出 に上 記 の二 つ の方 法 が あ った こ と は歴 史 文 書 と現 在 の民 族 誌 的 事 実 に

よ り明 らか で あ る。征 服 期 の ス ペ イ ンや ポル トガ ル で は受 難劇 組合 が あ り,数 々の 聖

史 劇 が上 演 され て い る[ア ム ラ ン　 1957:15--IOO]。 この よ うな劇 が コ ミュニ テ ィ全
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体 を 劇 場 と して 演 出 され る 時,現 代 の ス ペ イ ン,ラ テ ン ・ア メ リカ,フ ィ リピ ンの 各

地 で 見 出 され る コ ミュニ テ ィ全 体 の参 加 に よる受 難 劇 の演 出,つ ま りは,私 の い う復

活 祭 を め ぐる 儀 礼 の 現 出 と い う こ と に な る。 この転 換 が 歴 史 上 ど の 時点 で 起 った の

か,そ れ と も,元 来 共 存 して い た もの な の か,こ の疑 問 は本 稿 で は究 明 しな い こ とに

す る。

　 さ て,本 章 で 問 題 とな る の は復 活 祭 を め ぐる一 連 の儀 礼 の 過 程 は どの よ うな 大 枠 を

持 って い る か,と い う こ とで あ る。 過程 と構 成 要 素 の詳 細 につ い て は次 章 以 降 にお い

て実 例 にふ れ るわ けで あ るが,過 程 の 展 開上 の 基本 的 な流 れ を まず 明 らか に して お き

た い 。

　 ま ず,カ ー ニ ヴ ァル は灰 の水 曜 日(Mi6rcoles　 de　Ceniza)の 前 の 日曜 日を 中 心 に催

さ れ る。 カ ー ニ ヴ ァル の 起 源 や歴 史 的発 展 の経 緯 につ いて はHastingのEnc2cloPedia

of　Religion　and　Ethicsの``Carnival,,を 参 照 さ れ た し。

　 つ いで,四 旬 節 は復 活 祭 の 日曜 日の46日 前 の水 曜 日 に は じま り,こ の 水 曜 日 は灰 の

水 曜 日と よ ばれ,人 々 は教会 にい き,照 罪へ の悲 しみ の象 徴 と して 灰 で 額 に十 字 を 書

い て も らう。

　 四旬 節 は6週 間 続 く。 金 曜 日 ご とに キ リス トの受 難 を再 現 して,!4の 十 字 架 か ら十

字 架 へ と十 字 架 上 の イ エ ス像(Jes"s　 en　Cruz)を 持 って 行 列 が あ り,各 十 字 架 の場

所 で とま る ご とに講 話 が あ る。 聖 書 物 語 に よ る と,十 字 架 を 背 お った イ エス は礁 の 場

所 にた ど りつ くま で3回 つ まず いた とい う。 この前 後 の14の 出来 事 を 象 徴 して14の 十

字 架 が 設 定 して あ るわ け で あ る 。14の 出来 事 の 内容 は次 の とお りで あ る。

1.　 ピラ トによ る死 の 宣 告

2.　 イ エス は十 字 架 を 背 負 わ され る

3.　 イ エ ス は倒 れ る(1回 目)

4.　 イ ェ ス は母 に会 う

5.十 字 架 は シ レネオ の シモ ン(Sim6n　 de　Cireneo)に 背 お わ れ る

6.　 ヴ ェ ロ ニ カ(Ver6nica)が イ エ ス の顔 を ぬ ぐう

7.　 イ エ ス は再 び 倒 れ る(2回 目)

8.　 イ ェ ス は エル サ レムの 女 達 に 語 りか け る

9.　 イ エ ス は再 び 倒 れ る(3回 目)

10.　 イ エ ス は衣 服 を と られ る

11.　 イ エ ス は十 字 架 に礫 られ る

12.　 イ ェ ス は十 字 架 上 で 死 す
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13.　 イ エ ス は十 字 架 よ りお ろ され る

14.イ エ ス は墓 に葬 られ る[WEIGLE　 1976:165]。

この14の 出来 事 を め ぐる物 語 に従 って,四 旬 節 の金 曜 日毎 に14の 十 字 架 の 巡 回 を お こ

な い(Vfa　 Crucisヴ ィア ・クル シス と称 され る),聖 金 曜 日 にお こ った イエ ス の 十 字

架 の巡 回 を前 も って 演 出 し,人 々を 聖週 間へ と導 入 して い く準 備 を す るわ けで あ る。

つ ま り,paradigmaticに は,四 旬 節 の金 曜 日 に お こな わ れ る ヴ ィ ア ・クル シ ス は聖

週 間 の 聖 金 曜 日の 儀 礼 と同 様 の もの で あ る。

　 聖 週 間 の 一 週 間 は キ リス トの受 難 劇 全 体 の 視覚 的 演 出 に あ け くれ る。 聖 書 で は,マ

タ イ伝(21-28),マ ル コ伝(11-16),ル カ 伝(19(28)-24),ヨ ハ ネ伝(12(12)-20)

[SoclEDAD　 BiBLIcAs　 UNIDAs　 1970]に 物 語 の展 開 が あ り,詳 細 につ い て は少 異 が み

と め られ な が ら,大 筋 にお い て一 致 の あ る受 難 劇 の記 述 が あ る。

　 イ エ スの イ ェル サ レ ム入 城 を つ げ る枝 の 日曜 日(Domingo　 de　Ramos),聖 月 曜 日

(Lunes　 Santo),聖 火 曜 日(Martes　 Santo),聖 水 曜 日(Mi6rcoles　 Santo),キ リス

トが逮 捕 さ れ る聖 木 曜 日(Jueves　 santo),礫 の 日の 聖金 曜 日(viernes　 santo),栄 光

の土 曜 日(Sabado　 de　Gloria)・ 復 活 の 日曜 日(Domingo　 qe　Pascua>と い った一 連 の

物語 の 日 々で あ り,こ の一 週 間 の 物 語 の 展 開 は ど の使 徒 行 伝 を どの 程 度 まで と りい れ

るか に か か って くる。 いず れ にせ よ,テ ー マ は 唯一 で,キ リス トの受 難 と復 活 で あ る。

　 以 上 に み て き た カ ー ニ ヴ ァルか ら復 活 ま で に 至 る儀 礼 の過 程 の大 枠 を図 式 化 す る と

次 の よ うに な る 。儀 礼 の過 程 を段 階 に分 け,更 に 各 段 階 を細 分す る試 み が 当然 必 要 に

な る が,そ れ は2～6章,特 に2～3章 で必 要 に な る の で,そ の箇 所 で お こ な いた い。

祝祭　→受難劇の最終日,聖 金曜日に→一受難劇
　　　　おこった十字架の巡回を6回
　　　　 くりかえす

●

カ

ー

ニ
ヴ

ア
ル

●
灰
の
水
曜
日

四旬節

→復活

復
活
の
日
曜
日
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　この儀礼の過程の大枠は復活祭儀礼の不変のプロセスであり,そ こに何 らかの変化

が起るとすれば,キ リス ト教を受入れた土着社会がどの過程を短縮 し,ど こを精巧に

しつらえ,ど こを変形 していくかにかか っており,私 の興味の焦点はまさにこの点に

ある。唯一無二のはずの儀礼の過程,ひ いてはその構造を特定の土着文化がどのよう

に変形できるかという問題 つまりは一つの文化としての独自性,メ ソ・アメ リカの
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史的関連か らいうと土着文化の征服文化に対しての抵抗力,内 在的可能性,民 俗的想

像力の可能性を しめす指標 との出会いがそこにあるからである。

皿.簡 略 な演出一形態論 として(1)

　カーニヴァルの祝祭性はある種の社会的 ・文化的状況が備わっていなければ噴出し

ないものであり,大 多数の社会では四旬節と聖週間の儀礼だけがいわゆる復活祭の儀

礼としておこなわれる。そのような場合,受 難劇 は簡略に演出されることもあれば,

一つ一つの儀礼の構成が精緻 となり儀礼の過程にも変化が現われることがある。前者

の例は,例 えば高地 ミへ1}の復活祭儀礼に見出される。 ミへの例は第3章 か ら第6章

に渡って提示されるはずの変形を考察するための出発点 となるので,以 下に ミへの復

活祭儀礼と人の動きの全体像を紹介 してみよう。まず,記 述を詳細におこない,い わ

ゆるフォーク ・カソ リシズムにみられる復活祭の概貌を提示 し,つ いで儀礼の過程と

いちいちの儀礼の構成要素について必要な説明をつけ加えたい。ここに引く例は,私

が調査 した トラウィ村のものをアユ トラや他の高地 ミへの村でみられる例で補強 した

ものである。

トラウィ村の例

カ ー ニ ヴ ァル

　 トラ ウ ィに は な い。

灰の水曜日

　村人は夕方のミサに出,額 に灰で十字を書いてもらう。これ以外に何の儀礼もな く

日が暮れる。

四 旬 節

　 灰 の水 曜 日か ら聖 週 間 に まで い た る週 の金 曜 日毎 に ヴ ィ ア・クル シス(Vfa　 Crucis)

の 行 列 が あ る。

1)メ キ シコ,オ アバ カ州の北西部 の山岳地帯 に住 む。周辺をか こむサポテカに経済的に支配 さ

れた形で生存 してきたが,20世 紀 にな るまで外来文化 の影響を うけることが比較的少 なかった。

植民地時代 の外来文化 も表面上,形 式的な吸収に とどまっていた。復活祭 の記録 は,1973年 と
74年 に私が観察 したもので ある。
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　 トラウ ィの ヴ ィ ア ・クル シス を記 述 す る前 に,ト ラ ウ ィ以外 の高 地 ミへ の村 の ヴ ィ

ア ・クル シス に つ いて 述 べ て お きた い 。 ウ ィテ ペ ック,ヤ コー チ と ミシス トラ ンで は

十 字 架 上 の イ エス 像(Jes貢s　 en　Cruz)が 天 蓋 に か こわ れ て 行 列 に 出 さ れ,教 会 の周

囲 に象 徴 的 に設 け られ た14カ 所 の十 字 架 の 前 に とま る ご とに神 父 が イ エス の受 難,特

に,カ ル バ リオ(ゴ ル ゴダ の丘)に た ど りつ くまで の苦 しみ を説 く。 チ チカ ス テペ ッ

クで は ヴ ィア ・クル シス儀 礼 の教 育 的 目的 が 濃 厚 にな って くる。 各 十 字 架 の場 所 に 十

字 架 上 の イ エ ス像 が近 づ くと,聖 書 の物 語 に叙 述 され た とお りに それ ぞ れ の 場 面 の 模

様 を 描 い た ガ ラ ス入 リの絵 を持 った男 が起 立 し,神 父 は絵 の説 明 をす る。 この 役 に つ

く人 は14の 十 字 架 ご とに要 る の で14人 必 要 で あ り,信 心 深 い と評 判 の男 子 成 人 が 選 ば

れ る。 ミ シス トラ ンで は十 字架 上 の イ エ ス像 を は こぶ 役 は村 役 人 の重 要 メ ンバ ー に任

され る 。

　 トラウ ィで は1963年 か ら1974年 に 至 る11年 間 に渡 って ヴ ィ ア ・クル シス は教 会 内 に

象 徴 的 に設 け られ た 十 字 架 の 場 を つ か って お こな われ た。1974年 に は ヴ ィア ・ク ル シ

ス は教会 と神 父 館 の周 囲 に は りめ ぐ らされ た14の 場 を つ か って お こ な われ た 。 神 父 が

在 村 の 折 は彼 が 行 列 を指 揮 し,不 在 の 時 は ア ル カル デ(行 政 ・宗教 職 の最 上 級 職),

その 補 佐,サ ク リス タ ン(聖 具保 管 係),カ ン トール(教 会 音 楽 の責 任 者)と 楽 士 の

指 導 に よ りお こな わ れ た 。毎 年 ア ル カ ルデ とそ の 補 佐 は 重 要 な役 割 を果 す 。1974年 に

は毎 年 十 字 架 上 の イ エス像 を か つ ぐ役 の老 人 が アル カル デ の 補 佐 役 に な った の で,ヴ

ィァ ・ク ル シ ス お よび 聖 週 間 中 の儀 礼 に お け る彼 の活 躍 は例 年 よ り 目立 った(十 字 架

上 の イ エ ス像 を は こぶ 役 の 老 人 は 使 徒 役 を も務 め る か らで あ る)。 この補 佐 は像 を運

び,各 十 字 架 の場 毎 に像 を 持 ち支 え た 。 そ の 間,神 父 は祈 り,キ リス トの 受難 に つ い

て 説 明 した 。 ア ル カ ルデ は楽 士 と一 緒 に歩 み,行 列 の統 制 を と った 。

　 四 旬節 の 間 に ア ル カル デ と補 佐 は マ ヨル ドー モ(教 会 管 理 人)に 命 じて 聖週 間 の 準

備 を させ る 。彼 等 自 身 も準 備 に加 わ り,例 え ば,十 字 架 上 の イ エ スの 安 置 場 所 な どを

教 会 内 に設 けた 。

　 1974年 の6回 目の金 曜 日 の ヴ ィア ・クル シ スの 日に は ヴ ィア ・クル シスだ け で な く

サ ン ・フ ァン(san　 Juan)と ドロ ロサ(Dolorosa御 悲 嘆 の 聖母)像 の 行 列 もお こな お

うと い う案 を アル カル デ は持 って い た 。 しか し,雨 が 強 く降 り,こ の 案 は実 行 され な

か った。 そ して,祈 りだ け が祭 壇 中央 に 置 かれ た 十 字 架 上 の イ エ ス像 に捧 げ られ た 。

　 こ う して6回 も ヴ ィア ・クル シス を お こな って い る う ち に人 々 は聖週 間 に入 って い

く心 の準 備 がで きて くる。 聖 週 間 を 後 援 す る た め,毎 年1ペ ソを 各家 族 か ら集 めて い

た が,1974年 に は物 価 の 値 上 りが 目立 った の で 寄 附額 は2ペ ソ に上 った 。 アル カ ル デ
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付 きの レ ヒ ドー ル が教 会 の 扉 の 横 に陣 取 って,ミ サ が終 って 教 会 か ら出 て くる各 家 族

か ら2ペ ソず つ 取 り立 て た 。

枝 の 日 曜 日

　 朝 の7時 に小 規 模 の ミサ が た て られ る 。10時30分 に ロバ に乗 った イエ ス の像,通 称

サ ン ・ラ ー モス(San　 Ramos)と か 救 世 主(Salvador)と か よ ば れ る像 が カル バ リオ

にむ か って 行 列 して い く。 教 会 付 きの トピル(最 下 級 の教 会 役 人)は 神 父 が 清 め た し

ゅろの 小 枝 を カ ル バ リオ に運 ぶ 。 カル バ リオ の 前 で 神 父 は イ エ ス の エル サ レ ム入城 の

物 語 を 人 々 に説 明 す る。祈 りの後,し ゅろ は人 々 に分 け られ る。 美 し く編 まれ た し ゅ

ろ は アル カル デ,プ レ ジデ ンテ(最 上 位 の行 政 職),彼 等 の補 佐,マ ヨル ドーモ とい

った 村 役 人 の 重 要 メ ンバ ー に分 配 され,普 通 の 飾 りの な い小 枝 は楽 士 と村 人一 般 に与

え られ る。 これ らの小 枝 は家 の 祭 壇 にお か れ た り,壁 の 間 に は め こ まれ 災 除 け につ か

わ れ る 。

　 小 枝 の分 配 が 終 る と行 列 は教 会 に戻 り,大 ミサ が始 ま る。 教 会 は人 で 一 杯 で 立錐 の

余 地 もない 。12時30分 に ミサ は終 り,楽 士 は教 会 の 前 で しば ら く演 奏 し,そ の 後 プ ラ

サ に あ る キ オ ス ク に登 って 演 奏 す る 。

聖月 曜 日

　 こ の 日 は ラ ンチ ョ ・エス キ プ ラス(ム ニ シ ピオ の 周 辺 部 に あ る)の 人 々の み 忙 し

い。 この 月 曜 の 前 の週 の土 曜 の 午 前9時 に楽 士 は セ ン トロ(ム ニ シ ピオ の 中心 部)か

らエ ス キ プ ラ ス の エル ミタ(小 礼拝 堂)に 向 い セ ニ ョール ・エ ス キ プ ラ ス(Sefior

Esquipulas)の 像 を 持 って くる。 正 午 に プ ラサ に行 列 が つ く。行 列 は楽 隊,二 人 の カ

ン トール,ラ ンチ ョ ・エ ス キ プ ラスの エル ミタを 管 理 す る2人 の マ ヨル ドー モ によ っ

て運 ば れ る像,最 後 に,同 上 ラ ンチ ョの男 女 に よ って 構 成 され て い る。 ち ょう ど この

日は市 の立 つ 日 なの で,セ ン トロに.は大 勢 の 人 が 集 ま って お り,こ の人 々 が お布 施 を

像 に与 え る。 像 が 教 会 に入 る と,教 会 付 きの マ ヨル ドー モ は像 を うけ と り,聖 月 曜 日

ま で預 か る 。 さて,そ の 聖 月 曜 日に な る と,行 列 が 再 び 組 ま れ,像 を エ ス キ プ ラスの

エ ル ミタ ま で戻 して くる。

聖火曜日

　特にな し。
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聖 水 曜 日

　 この 日,人 々は 告 白 を要 求 され る。 トラウ ィで は他 に 儀礼 は お こな われ ない 。 アユ

トラと か フキ ー ラの よ うに教 区 の 中 心 で あ った村 で は イ エ スの 運命 を象 徴 す る儀 礼 が

次 の 如 く,お こな わ れ る。

L　 、テ ィニ エ ブ ラ ス(Tinieblas)と よ ば れ る もので,14か15本 の ロー ソク が三 角 形 の

　 ロー ソ ク立 て に お かれ,詩 編(Salmo)が 一 つ読 まれ る毎 に一 本 ず つ 消 さ れて い く。

2.教 会 内 の聖 人 ・聖 女 像 は み ん な紫 色 の 布 で お お わ れ る 。悲 しみ と喪 を 表現 す るた

　 めで あ る。

3,十 字 架 上 の イ エ ス は紫 色 の 上 衣 と十 字 架 を と られ,白 色 の 上 衣で 包 まれ る。 像 は

　 今 や ナ サ レの イ エ ス(Jestis　 Nazaleno)に な った 。

　 トラ ゥ ィに は 上 記 の 三 つ の儀 礼 的行 為が な い。 そ の 理 由 と して,二 つ の推 定 が可 能

で あ る。 トラ ウ ィは これ らの儀 礼 を 宣教 師 か ら教 わ って い た が 時 の経 過 と と も に忘 れ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

た か,そ れ と も宣 教 師 の訪 れの まれ で あ った この村 の人 々が これ らの儀 礼 の詳 細 を全

く習 わ な か った か で あ る。現 在,手 元 に あ る トラ ウ ィに つ いて の資 料 か らみ る と,ど

ち らの 推 定 が妥 当で あ る か定 め か ね る 。

　 1974年 に は宣 教 師 の 間 だ け で テ ィニ エ ブ ラズ の儀 礼 が お こな わ れた 。 彼 等 は15本 の

ロー ソク を使 った。 彼 等 は三 つ の 夜 の祈 り(nocturno)を お こな い,一 つ の 夜 の 祈 り

を終 る ご とに詩 編 を五 つ とな え た ので,結 果 と して15の 詩 編 を く ちず さむ こ と と な り,

15本 の ロー ソ ク が必 要 に な った か らで あ る。 詩 編 を 一 つ 終 る ご とに一 本 ロー ソ ク が消

され,指 で詩 編 の本 をた た い て 騒 音 を つ くる。 宣 教 師 の 説 明 に よ る と,ロ ー ソ ク は イ

エ スの 生命 を,騒 音 は ユ ダ と ピ ラー トの 兵士 の近 づ きを 象 徴 して い る。

　 この よ うに して,ト ラウ ィの 聖 水 曜 日は儀 礼 も少 な く終 って い く。

聖 木 曜 日

　教 会 の鐘 が な り,朝 の ミサ が あ る。 この 時 か ら聖土 曜 日 の グ ロ リア(栄 光)の 瞬 間

ま で鐘 はつ か わ れ ず,木 製 の マ トラカ(matraca)に と って かわ られ る。 この 日 は朝

か ら深 夜 まで,イ エ スの 身 に最 後 の木 曜 日 に起 った 物 語 の 演 出 に人 々 は忙 殺 され る。

　午 前 中 に ア ユ トラ,マ タガ リー ナ ス(ア ユ トラの ラ ン チ ョ),フ キ ー ラと トラゥ ィ

に 在住 して い る神 父 は全 員 アユ トラに集 ま り,神 父 館 の庭 で 聖 油(Santo　 Oleo)を 祝

う。 この後,ト ラ ウ ィの神 父 は急 い で トラウ ィに戻 って,木 曜 日に 予定 さ れて い るす

べ て の儀 礼 を こ なす 。

　 正 午 に最 後 の 晩 さん(61tima　 cena)が は じま る 。 使徒 役 を演 じる 老 人 達 は紫 衣 に
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白バ ラの 冠 を か ぶ って い る 。 彼等 は教 会 の前 にあ るマ ヨル ドー モの 家 か らで て,教 会

に入 り,ナ サ レの イ エス 像 を 護 衛 す る。

　12人 の 使 徒 は年 輩 の 信 心 深 い老 人 の 中 か らえ らば れ る。 行 政 ・宗 教 職 の ハ イ エ ラー

キ ーの 内の どの 職 を 最 後 に つ とめ た と して も,と に か く村 への 役 職 の 義 務 を お え た人

々 が選 考 の 対 象 と な る。 この 人 々は ヴ ァ ロ ン(varon)と よば れ る。 毎 年,使 徒 役を 演

じる老 人 が1974年 に はア ル カ ル デ の補 佐 役 に な った の で,彼 は アル カル デ と共 に 聖週

間 の儀 礼 を指 導 しな くて はな らな くな り,彼 の好 み の使 徒 役 を 断念 せ ざ るを え な くな

った 。1973年 に サ レジ ァ会 の 宣 教 師 が この地 に や って きた 時,子 供 を使 徒 役 に当 て よ

う と した が,こ の よ うな役 柄 に慣 れ な い トラ ウ ィの子 供 で は務 ま らな か った。

　 百人 隊長(centuri6n)の 役 は毎 年 同 じ人 が演 じる。 この 人 は よ く役 柄 を こ ころえ て

お り,そ の方 面 の 才 が あ る とみえ て,守 護 聖 人 の祭 りで も道 化 役 を 演 じ る人 で あ る。

百 入 隊 長 は ラバ に乗 り,槍 を持 ち,ブ リキ製 の ヘ ル メ ッ トを かぶ り,ナ サ レの イ エ ス

像 を運 ぶ12人 の 使徒 の先 頭 に立 って 歩 む 。 この 行列 が最 後 の晩 さん 用 に設 け られ た テ

ー ブル の 方 に近 づ く時 に は重 々 しい沈 黙 が あ た りを支 配 す る。

　 テ ー ブル は神 父 館 の庭 に設 け られ るの が 従 来 の常 で あ ったが,1974年 に は教 会 の 屋

根 の修 繕 が あ り,庭 はセ メ ン ト袋 で 一 杯 にな って しま った ので,教 会 の反 対 側 に あ る

幼 稚 園 の庭 に設 け られ た 。 ナ サ レの イ エ ス像 は長 い テ ー ブ ル の端 に おか れ,百 人 隊長

と使 徒 は テ ー ブル の両 側 にす わ り,12の 料 理 品 目か らな る最 後 の晩 さん につ く。

　 12の 品 目 の 内,6皿 は教会 側 か らま か なわ れ,教 会 付 きの 役 人 で あ る フ ィ ス カル

(マ ヨル ドーモ の 次 に位 す る教 会 職)と トピル の妻 に よ り神 父 館 の 台 所 で つ く られ る 。

他 の6皿 は ム ニ シ ピオの まか ない で,1974年 の場 合 は,ア ル カ ル デ め補 佐 の家 で つ く

られ た 。 この よ うな料 理 の後 援 状 況 を よ く反 映 して,最 初 の6皿 は 教会 付 き の トピル

に よ って 運 び こま れ,他 の6皿 は ム ニ シ ピオ付 き の トピル が ア ル カ ル デ と補 佐 役 の指

図 の も とに 運 び こむ 。12皿 と は い って も,実 際 に は料 理 の 種 類 は12も な い 。 同 じ食 物

が 何 回 もで て くる の が実 状 で あ る。 メニ ュー は ヌー ドゥル 入 りの ス ー プ,ブ リホ ル豆,

か き玉 子,グ リー ン ・ピー ス の玉 子 いた め・米,赤 唐 辛 子 ソ ー スで 煮 つ け た 魚,な ど

で あ る。 この 晩 さん 中ず っ と,チ ラ カ ヨ ーテ の砂 糖 煮 が一 種 の ス ープ の よ うに 出 さ れ

る。 チ ラカ ヨー テ は四旬 節 か ら聖 週 間 にか けて 実 に よ く食 べ られ る。 午 後 の2時 頃 ま

で最 後 の 晩 さん は続 く。 村 中 の人 々 が使 徒 の 最 後 の 晩 さん を じ っとみ て い る・

　 この後,使 徒 達 は救世 主(Salvador)の 像 を護 衛 す る。 この像 は教 会 の 大 扉 の近 く

に お かれ て い る。 ナサ レの イ エス像 は晩 さん の テー ブ ル か ら教 会 に戻 され,薄 暗 い コ

_ナ ー に安 置 され て い る。 使 徒 達 は 救世 主 の像 の前 に2列 にな り,ざ ん げ の歌 ミセ レ
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レ(misercre)を うた う。 この 列 の う しろ に一 般 の人 々が立 ち,ロ サ リオ を祈 る 。 荘

重 に して,も の悲 しい雰 囲 気 が あ た りを支 配 して い る。

　 午 後5時 に イ エ ス が使 徒 の 足 を 洗 った と い う物 語 に ちな ん で洗 足 の儀 礼,つ ま り ラ

バ トリオ(Lavatorio)が お こなわ れ る。 そ して,5時30分 に は ミサ が は じま る。 ミサ

が終 る と,神 父 は礼 拝 堂 に お か れ た祭 壇 にオ ス テ ィア(hostia聖 体)を 入 れ る。6時

45分 に は教 会儀 礼 が 全部 終 る。 教 会 の 塔 か ら笛 吹 き が喪 の 曲 を 吹 い て い る の が き こえ

る 。

　 この 日 お こな わ れ る儀 礼 に は じめか ら終 りま で参 加 して い る と寝 る時 間 さ え な くな

る 。午 後9時 頃 にな る と昼 間 の疲 れ が で て,教 会 の トピル は神 父 館 の 台 所 の外 の庭 で

ね む りこん で い る。 そ の 間 に,教 会 の フ ィス カ ル の妻 達 は トピル お よ び今 夜 の真 夜 中

の行 列 に参 加 す る役 人 の た め に コー ヒーを つ くりは じめ る。 教 会 の 中 で は使 徒 が救 世

主 像 の前 で祈 り続 けて い る。

　 夜 の10時45分 にサ ン ・フ ァ ン と ドロロサ の 像 が 教会 か ら運 び 出 され,行 列 が組 ま れ

る。 行 列 は松 の た い まつ を先 頭 に して,礫 され た イ エ スの 像(JesUs　 Crucificado),

カ ン トー ル,男 子 に よ って か つ が れ た サ ン ・フ ァ ン像,女 子 に よ って かつ が れ た ドロ

ロサ 像 とい う順 です す ん で い く。 闇 をす べ る よ う に して行 列 は カル バ リオ に向 う。 カ

ル バ リオ で は何 人 か の使 徒 が 松 の 葉 で飾 られ た 墓 を 守 って い る 。寒 さ と疲 労 の せ い か,

行 列 を 組 ん で き た人 々 は カル バ リオ に つ いて も祈 る時 間 も と らず に急 ぎ足 で 教 会 に戻

り,行 列 に参 加 した像 は三 つ と も祈 拝 堂 に戻 され る。 こ う して,聖 木 曜 日の 長 々 しい

儀 礼 は夜 の12時30分 頃 に終 った。

聖 金 曜 日

　 早 朝 か ら使 徒 の祈 り声 が教 会 か らき こえて くる。 彼 等 は 夜 中 じ ゅ う祈 りつ づ けて き

た のだ った 。 教 会 付 きの トピル は神 父 館 の庭 で 目を さ ま し,コ ー ヒー とパ ンの 朝 食 を

と り・は じめ る。

　 午 前11時 に イ エ ス と マ リア の 出 会 い を 表 現 す る エ ンク エ ン トロ(Encuentro)の 行

列 が組 まれ る。 ナ サ レの イ エ ス像 は使 徒 と男 に かつ が れ て プ ラサ の上 手 の径 を と お っ

て カ ルバ リオ に持 って い かれ る。 百 人 隊 長 は ラバ に乗 って イ エス 像 の近 くを歩 む 。 ド

ロ ロサ とサ ン ・フ ァンは女 達 に よ って は こば れ,プ ラサを 通 って カ ル バ リオ につ く。

カ ルバ リオ で エ ン クエ ン トロ が お こな わ れ る。 そ して,神 父 は 聖金 曜 日 に起 った 物 語

を 人 々 に語 る。 これ が 終 る と,三 つ の像 は教 会 に戻 さ れ る。 帰 りの行 列 は楽 隊,男 達,

使 徒 に よ って は こば れ る ナ サ レの イ エ ス像,男 よ り一 歩 は なれ て,女 達 に よ って は こ
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ばれ る ドロ ロサ とサ ン ・フ ァ ン像 とい う順 に構 成 され て い る。 行 列 が教 会 に入 る と祭

壇 に は ソ レダ ドの 聖 母 像(Soledad孤 独 の マ リア像)が み え,ド ロ ロサで 象 徴 され て

い た 苦 しみ が今 や イ エ ス の近 づ く死 に よ って 孤 独 に 変 形 され て い く ことが 像 の 置 換 に

よ って 象徴 的 に演 出 され る。 ドロ ロサ は祈 拝 堂 の 暗 が りに 安 置 さ れ,サ ン ・フ ァ ンは

教 会 の 大扉 の右 手 の コ ー ナ ー に安 置 され る。

　 午後3時 に十 字 架 へ の礫 刑 と十 字 架 か らイ エス を お ろす 儀 礼 で あ るデ セ ンデ ィ ミエ

ン ト(decendimiento)が お こなわ れ る。 聖書 に よ る と,イ エ ス は3時 に死 去 した こ

と に な って い るか らで あ る。1974年 の 聖 金 曜 日に は雨 が 降 ったの で,儀 礼 は4時 まで

延 期 さ れた 。 これ らの儀 礼 は以 前 に は教 会 内 で お こなわ れ て い たが,1964年 頃 か ら宣

教 師 の意 見 に よ り,教 会 の正 面 扉 の と こ ろで お こな われ る よ う にな った 。 広 い とこ ろ

で村 人 に よ く見 え る よ うに,と い う配 慮 で あ った。 サ ク リス タ ン と使 徒 の何 人 かが 礫

刑 の用 意 を す る。 教会 の正 面 は黒 い 布 で お お わ れて い るが,突 然 この布 が落 され る。

礫 刑 に あ った キ リス ト像(Cristo　 Cruci丘cado)が 高 く頭 上 に み え る。 そ こで,神 父 は

七 つ の 言 葉 を読 む(Siete　 Palabrasこ の 内容 に つい て は[WEIGLE　 l　976:163-164]

を 参 照 の こ と)。 像 は十 字 架 よ りお ろ され,い ば らの 冠 は と られ,像 はサ ン ト ・エ ン

テ ィ エ ロ(Santo　 Entierro埋 葬 され た主)の 箱 に入 れ られ る 。 サ ン ト ・エ ンテ ィエ ロ.

の 箱 は扉 の近 くに お いて あ った の だ。 像 の 入 った サ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロの 箱 は 使徒 達

に運 ば れ,教 会 の横 側 の 扉 を 通 って祭 壇 にお か れ る。

　 教会 の 中 で は長 時 間 にわ た って祈 りが あ げ られ る。 それ か ら,キ リス トの小 さ な像

を つ け た十 字 架(Santa　 Cruz)が 神 父 に よ って 聖器 室 か ら祭 壇 に持 って こ られ る。 使

徒 を は じめ,そ こに居 合 わ せ た人 々は皆 十 字 架 に接 吻す る。

　 神 父 と使 徒 は歩 い て 礼拝 堂 に 向 い,サ ン テ ィ シモ(Santisimoキ リス トの御 聖 体)

を祭 壇 に持 って か え る。 そ れ か ら,神 父 は聖餐 のパ ンを 人 々 に与 え る。

　 一 方,サ ン ト ・エ ンテ ィエ ロ は男 子 村 民 に よ って カル バ リオ には こばれ る。 使 徒 が

先 頭 に立 ち,サ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロ と男達,そ の他 大 勢,と い った順 で行 列 は進 む 。

この行 列 に は どの 行 列 よ り も参 加 す る人 の数 が多 い。 行 列 の 近 くを 教会 付 きの トピル

が小 型 の マ トラカ に 当 るル イ ド(ruido)と よ ばれ る もの を 持 ち,音 を たて る。 この 行

列 が カル バ リオ に む か って い る間 に,教 会 で はサ ク リス タ ン と トピルが 装 飾 を す べ て

取 りは らい 悲 しみ の 日に ふ さわ し く教会 の 内 を清 楚 にす る。

　 夜 の10時45分 に ドロ ロサ の 像 が プ ラサ の上 手 の 径 を 通 って カ ルバ リオ に持 って い か

れ る。 カル バ リオ につ くと人 々は,そ こ に安 置 され,使 徒 に よ って 護 衛 され て い る サ

ン ト ・エ ンテ ィエ ロ に祈 りを さ さげ る。 そ して,急 ぎ足 に人 々 は ドロ ロサ と共 に教 会
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に戻 って くる。 朝 か ら続 い た儀 礼 に人 々は疲 れ て しま った よ うで あ る 。

復 活 の土 曜 日(栄 光 の 土 曜 日)

　 ラ ンチ ョ ・エス キ プ ラス の聖 像 は礫 刑 の キ リス ト,つ ま りは エ ス キ プ ラスの 聖 人 な

の で,こ の ラ ンチ ョの人 々 は聖=週間 の儀礼 に参 加 す る こ とが 多 い 。朝 の9時30分 に 楽

隊 は ラ ンチ ョ ・エ スキ プ ラス に む か い,10時 に は セ ン トロに 戻 って くる 。 こ の時 エ ス

キ プ ラス像 を持 って か え り,教 会 に 安 置す る。

　午 後1時 に は楽 隊 はカ ル バ リオ に む かい サ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロを教 会 に戻 す 。 サ ン

ト ・エ ンテ ィ エ ロが 教 会 に近 づ くと,教 会付 きの トピル はル イ ドを つ か って音 を たて

る。行 列 は ゆ っ く りと教 会 に 入 る。 ア ル カル デ と補 佐 は酔 い が まわ って行 列 を指 揮 で

きな くな って い る。 そ こで,サ ク リス タ ンは神 父 に,「 神 父 さん 。皆,酔 って い ます 。

これ で は復 活 した キ リス トの 像(Cristo　 Resucitado)を カ ル バ リオ ま で は こん で も ら

う こ とは無 理 です 」 とい う。 この よ うなわ けでユ974年 に は復 活 の キ リス ト像 は教 会 に

安 置 され た ま ま に な った 。 この よ うな偶 発 事 に よ り,定 ま った 儀 礼 の 詳 細 の一 部 が省

略 され る こ と は多 い 。

　 夜 の11時 に マ トラ ッカの 音 が 教会 の塔 か らき こえ る。教 会 の 中 で は神 父 が火 と水 の

祝 福 を お こな って い る。12時 に は10人 ば か りの 幼 児 が 洗礼 を うけた 。 そ れ か ら,栄 光

の ミサ(misa　 de　Gloria)が は じま り,終 る と き に は教会 の鐘 が打 た れ,打 上 げ花 火

の爆 音 が き こえ,カ タ リーナ と よば れ る大 きい 輪 型 の 花火 の音 もき こえ る。悲 しみ の

時 が終 った の で あ った。 村 人 は どの 人 も疲 れ,眠 りを とる た め に家 路 へ と急 ぐ。

復 活 の 日曜 日

　 午 前9時30分 に,復 活 した キ リス トの 像 は男 子 村 民 によ って プ ラサ の 上 手 の径 に は

こばれ,カ ル バ リオ につ く。 こ こを す ぎ て プ ラサ に戻 る径 で,女 達 が 運 ん で き た ドロ

ロサ像 と 出会 う。 これ が エ ンク エ ン トロ(出 会 い)の 儀 礼 で,花 で 飾 った ア ー チ の下

で お こなわ れ る。 楽 隊 は 陽気 に 曲を か な で,そ の な かを エ ン クエ ン トロを 終 え た 二 つ

の 像 は教 会 へ 戻 され る。 大 扉 を く ぐって 教会 に入 るや い な や,マ トラカ はな り止 み,

鐘 の音 が高 々 と き こえ る。栄 光 の鐘 の 音 で あ る 。

　 夜 の11時 に ミサ が あ げ られ,12時 まで も続 く。 これ が 終 る と,楽 隊 は キ オス クに 登

り,次 か ら次 へ と曲 を かな で る。

　 聖週 間 の間 中儀 礼 が つ づ き,ミ サ も数 多 く,人 々 は疲 れ 果 て て い る。 しか し,大 仕

事 を終 えた と い う気 持 で くつ ろ ぎ,プ ラサ に 坐 って メ ス カル 酒 とプ ル ケ酒 を 楽 しむ 。
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　 灰 の水 曜 日か ら復 活 に至 る一 連 の儀 礼 の 過 程 を 整理 して み る と下 記 の よ うに な る。

旦笙　　　　　儀礼 の過程の段階　 墜 茎』(○一儀礼,△ 一構成要素)　 儀礼群の持つ意味

灰 の水曜 日　 　 1-1　 　　 　　　 0セ ニサ　　　　 　　　　　　　　1悔 罪

四旬節　　 　　1-一一2　　　　 　　 0ヴ ィア ・クル シス(金 曜毎)

枝 の日曜 日　 　 2-1　 　 　 　 　 0サ ン ・ラーモスの行列　 　 　 　 2イ エスへの祝福

　　　　　　　　　　　　　　　　　△ しゅろの枝の分配

聖月曜 日　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(ラ ンチ ョ ・エスキプラスのみ

　　　　　　　　　　　　　　　　参加)

聖水曜 日　 　　3-(1)　 　　 　 　 アユ トラ,フ キー一一ラ,等 　 　 　 　 　3イ エスの悲劇の予告

　　　　　　　　　　　　　　　　かつての教区の中心 では　　　　　　(1)一般的に

　　　　　　　　　　　　　　　　○ ティニエプラ

　　　　　　　　　　　　　　　　○聖人像を紫布で被 う喪の表象

　　　　　　　　　　　　　　　　〇十字架のイエス像 か ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　ナサ レのイエス像への変化

聖木曜 日　　　 3-(2)-1　 　　 　 0最 後の晩 さん　　　 　　　　 　　 (2)イエスを媒介 として

　　　　　　　　　　　　　　　　　△使徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　△百入隊長

　　　　　　　 3-(2)-2　 　 　 0ラ バ トリオ

　　　　　　　4--1　 　 　　　 　 0サ ン ・フ ァンと ドロロサの　 　　 4イ エスの受難

　　　　　　　　　　　　　　　　　深夜の行列

聖金曜 日　　　 4-2　 　　 　　　 0エ ンクエン トロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム ナサ レのイエス

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム百人隊長

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム サン ・フ ァンと ドロロサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム ソレダ ドの 出現(教 会内)

　　　　　　　4-3　 　　 　 　 0礫 刑 とデ センデ ィミエン ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム七つの言葉(3時)

　　　　　　　 4-4　 　　　 　　 0サ ン ト・エ ンティエロの行列

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (カルバ リオへ)(夕 方)

　　　　　　　4-5　 　　 　　 　 0ド ロロサの行列(夜)

栄光の土曜 日　 5-1　 　　 .　 ○ サン ト・エンテ ィエロの行列　　 5イ エスの復活

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (カルバ リオか ら)

　　　　　　　 5-2　 　　 　　　 0復 活 したキ リス トの行列

　　　　　　　 5-3　 　　　　　 0火 と水の祝福

　　　　　　　 5-4　 　　　 　　 0栄 光の ミサ

復活 の日曜 日　 5-5　 　　　　　 0エ ンクエン トロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム復活 したキ リス ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム ドロロサ

　 以 上 の過 程 は,受 難劇 の簡 略 な演 出で あ り,ど れ か 特 定 の儀 礼 や過 程 の 段 階 が 特殊
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な形で演出されてはいない。受難劇の大筋が現われているだけである。別にどこにア

クセントがおかれるわけでもなく,平 坦な演出のみがみられる。カーニヴァルも欠除

している。カーニヴァル期一般にみられる祝祭性とか喧燥はアユ トラだけにわずかに

みうけられる。それもカーニヴァルの時期にではなぐ,栄 光の土曜日の ミサの後にユ

ダを形 どったワラ人形の焼きおとしがある瞬間だけである。楽隊がハラベ ・ミへの曲

を激しく演奏 し,酔 っぱ らいが踊りまくるが,数 分で騒ぎは終る。 これは後に言及す

ることになるユダのイメージの強調であるが,ア ユ トラの場合,ユ ダ人形の焼きおと

しは司教の提案で1972年 頃からはじまったことであり,計 画された喧燥の域を出てい

ない。

　以上にみたような復活祭儀礼の過程の簡略な演出は高地 ミへの村の復活祭の特徴で

ある。 ミへ高地でも北部の山深い村にいくほど,ト ラウィの例よりますます簡略とな

り,儀 礼のい くつかのものは捨て去 られている。儀礼をになう人的 ・経済的資源の不

足が原因と推測される。一方,ア ユ トラのようにミへの代表的な市場村にいくと,教

会の影響でい くつかの儀礼が省略されると同時に,聖 水曜日の儀礼のような教会の指

示によっておこなわれやすい儀礼は強化されて くる。教区の中心にだけのこった伝統

と教会の正統儀礼を残そうとする宣教師の気おいが原因でこの種の儀礼が忘れられず

に残されているのではないか,と 推測される。

　 ミへの復活祭の儀礼には特殊な変形がみうけられない。 ミへは儀礼の演出に彼等 自

身の文化の意味づけを付与したとはみえない。彼等は宣教師のもたらした受難劇をそ

のまま継承 して演出 しつづけているだけである。概略を学び,何 の変形も加えずに,

演出しつづけている。

　変形を加えるということはかなり高度の民俗的想像力をたくわえた土着文化のみが

おこなえることであろう。そのようなレベルに到達 していないまでも,或 る種の社会

は儀礼の単なる形ばかりの継承に留まらず,受 難劇の詳細を保存 し,精 緻に再現 し,

より豊かに継承 していくにちがいない。このような形態論的に豊かな儀礼の継承の例

を次章でみていきたい。

皿.豊 かな演 出一形態論 と して(2)

　ミへの復活祭の一連の儀礼にさらに儀礼が加えられたり,各 々の儀礼の構成要素が

ふえた りする時,復 活祭の儀礼の演出はずっと豊かになる。

　メソ ・アメリカの民族誌から典型例を探せば,ヤ ララ(山地サポテカ),ミ トラ(平
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地 サ ポテ カ),チ ンツ ンツ ァン(タ ラス コ),チ チカ ス テ ナ ンゴ(キ チ エ ・マヤ),チ

ナ ウ トラ(ポ コ マ ン ・マ ヤ),　 トメ ー(ニ ュー ・メ キ シコの イス パ ー ノ)な ど,い ず

れ も民 族 グル ー プの 経 済 的 ・文 化 的 中心 で あ る よ うな コ ミュ ニ テ ィ はそ の 種 の演 出を

み せ て くれ る2)。　 ミへの 例 にみ た儀 礼 に追 加 され る儀 礼 と構 成 要 素 に注 目 しつ つ これ

らの 村 や町 の復 活 祭 を 整 理 して み る と次 の よ うにな る。

　 ヤ ラ ラで加 わ る儀 礼(○ 印)と 構 成 要 素(△ 印 中 の下 線 部)は 次 の とお りで あ る。

文 献 はde　 la　Fuente[1949]に よ って い る。

聖木曜日

聖金曜日

4-1

4-2

4--3

4-4

栄 光 の土 曜 日　 5--5

△2人 の フデ ィ オ(judioユ ダ ヤ人)が カル バ リオ で 護衛 に あ

　 た る　 (ミ へで は使 徒 が な す役 で あ る)。 皮 ヘ ル メ ッ トをか

　 ぶ り.,赤 の 半 ズ ボ ン と シ ャツを 着 て,黒 の 短 い マ ン トをつ

　 け て い る(赤 と黒 は フデ ィオ を表 象す る色 で あ る)。

ム エ ンク エ ン トロの 行 列 に フデ ィオ,　 マ グダ レー ナ(Mag-

　 dalena),サ ン ・ペ ドロ(San　 Pedro)像 も加 わ る。

ム デ セ ンデ ィ ミエ ン トとサ ン ト ・エ ンテ ィエ ロの行 列 に黒 衣

　 を ま と った ラサ ロ(Lazaro)役 が何 人 か 使 徒 に 加 わ って サ

　 ン ト ・エ ンテ ィ エ ロを カ ルバ リオ まで 運 ぶ 。

　 サ ン ・ペ ドロ

　 サ ン ・パ ブ ロ も加 わ る。

○ フデ ィ オが 復 活 の 直前 に恐 れ お のの い て 逃 走 す る(悪 の 敗

　 北 を象 徴 して い る)[DE　 LA　FuENTE　 l949:286-288]。

マ グ ダ レー ナ,サ ン ・ペ ドロ
,ラ サ ロ,サ ン ・パ ブ ロは皆 キ リス トに組 みす る も の の

増 加 を示 してお り,そ れ らに対 抗 す る要 素 と して フデ ィオ が姿 を 現 わ し,栄 光 の土 曜

日に は悪 の 敗 北 を 象 徴 す る儀 礼(段 階5--5)を 演 出す る。 この よ うな構 成 要 素 と儀

礼 が ミへの もの に加 え られ る が,こ こで 特記 すべ き こと は,こ れ らの要 素 と儀 礼 が 全

体 の儀 礼 の過 程 の流 れ で 特 に 強調 され て い るわ けで は な い,と い う事 実 で あ る。

　 E.C・Parsonsが 報 告 して い る ミ トラで は ど うで あ ろ うか 。 追 加 事 項 を整 理 す る と

次 の よ うに な る。

f2)ヤ ララ(Yalalag)は メキシコ,オ アバカ州 の山地サポテカの市場村。 ミトラ(Mitla)、は平地

　 サポテカの市場村。 チ ンツンツァン(Tzintzuntzan)は メキ シコ,ミ チ ョアカ ン州の タラスコ

　 の村。　 トメー(Tom6)は 合衆 国,ニ ュー一・メキ シコ州 の スペイ ン系 アメ リカ人 の 村。 チチ

　 カステナ ンゴ(Chichicastenango)は グァテマラの キチェ ・マヤの 中心 となる村 。 チナウ トラ

　 (Chinautla)は グァテマラ市近 くにあるポコマ ン ・マヤの村 。 いずれ も,各 民族 グループの経

　 済的 ・文化的中心をなす村 であり,全 般 に儀礼 が発達 している。他に も,同 じような村 は多い

　 が,上 記 の村 々につ いては秀れたモノグラフがあるので,こ こに採用 した。
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枝の日曜日　　 2-1　 ムイエスのイェルサレム入城を劇化して,サ ン・ラーモスの

　　　　　　　　　　　　行列の参加者が教会の扉をたたき,内 から神父が扉を開く。

聖水曜日　　　 3-(1)ム ティニエブラの最後のローソクが消える時,少 年達が手を

　　　　　　　　　　　　たたき,棒 で地面を打ち,笑 いころげてみせる。これはイ

　　　　　　　　　　　　エスのせまりくる死により生 じる無秩序を象徴 している。

聖木曜日　　　 4-1　 ムフディオが姿を現わす(特 に儀礼的行為をおこなうわけで

　　　　　　　　　　　　はない)。

聖金曜日　　　 4-3　 ムデセンデ ィミエントの場にニコデムス(Nicodemus聖 書

　　　　　　　　　　　　物語でイエスを十字架からおろした人)が 出現 し,使 徒と

　　　　　　　　　　　　共にイエスをおろす。

　　　　　　　 4-4　 ムサント・エンティエロの行列にサ ン・ペ ドロが加わる[PAR-

　　　　　　　　　　　　soNs　 1936:267-27410

や は り ミ トラで もヤ ラ ラと同 様 に イ エ ス勢 の構 成 要 素 の 増 加 が 目立 ち,イ エ スの 運 命

を 予告 す る フデ ィオ の 要素 が木 曜 日 に加 わ る。

　 ヤ ラ ラ,ミ トラ型 の 儀 礼 は チチ カ ス テ ナ ンゴ(キ チ ェ ・マヤ)[BUNZEL　 1952:

213-226],少 し くず れ た形 で チ ナ ウ トラ(ポ コ マ ン・マ ヤ)[REINA　 1966=153-162]

に もみ られ る が,こ こで は例 が 多 くな りす ぎ るの を さ け るた め,新 しい儀 礼 や構 成 要

素 を 提 示 して くれ る はず のG.M.　 Fosterの 報 告 して い る チ ンツ ンツ ァンの例 に 入 っ

て い きた い 。

カ ー ニ ヴ ァル 　 　 　 　 　○ 以 前 は盛 ん で あ った が,1940年 代 に は レス カ テ(Rescate)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　の フ ィ エ ス タに と って替 られ た 。

四旬 節 　 　 　 　 1-2　 0最 後 の金 曜 日に ヴ ィア ・クル シ スの か わ りに イ エ ス と ドm

　　　 (テーマとしては4--2と同じ)。サのエンクエント。力取 なわれる。

聖 水 曜 日　 　 　 3-(1)ム イ エ ス を探 す ス7Neイが 現 わ れ る。

聖 木 曜 日　 　 　 3-(1)○ ユ ダ(Judas)と バ ラバ(Barabbas)の 道 化 。

聖金 曜 日　 　 4-2-10ピ ラ ト(Pilato)が イ エ ス に礫 刑 を い いわ た す 。

　 　 　 　 　 　 　 4--2　 0ペ ニ テ ンテ(penitente,悔 罪 を お こ な う人)と シ レ ネ オ

　　　 (テーマとしては1-一一2と同じ)(Ci,en。。 イエスが+字 架を運ぶのを胴 た人)を 演 じる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　人 々が 出現 し,ペ ニ テ ンテ が十 字 架 を運 ぶ の を シ レネ オ カ:

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 助 け な が ら村 中を 歩 く[FosTER　 1948:209-213]。

こ こで は11.カ ー ニ ヴ ァル,2、 ス パ イ,ユ ダ,バ ラバ,ピ ラ トの よ うな反 イ エス の勇

素 と,3.キ リス ト側 に立 つ ペ ニ テ ンテ の要 素 と これ らの 登場 人 物 の演 じ る儀 礼 が 浮 き
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上 が って きた。

　復 活 祭 儀 礼 の 豊 か な 演 出 例 の一 つ の極 致 は ニ ュ ー ・メキ シ コ州 の イ スパ ー ノ(ス ペ

イ ン系 ア メ リカ人)の 村 トメー に見 出 され る。 特 に,聖 木曜 日 と金 曜 日 に ミへ に は み

られ ない 細 か な演 出 が み られ る。

聖木曜日　　　 3-(1)○ 神父とフディオの間に台詞のあるやりとりがある。神父が

　　　　　　　　　　　　 「誰を探しているのか」と質問したところ,フ ディオ役の

　　　　　　　　　　　　者は 「ナサレのイエス,ユ ダヤ人の王を探 している」と答

　　　　　　　　　　　　える。

　　　　　　　 3-(1)○ 冠,く ぎ,鉄 槌,エ ニシダといった受難を象徴する品々を

　　　　　　　　　　　　持 った天子役の者が教会内に安置されたイエスの前にすわ

　　　　　　　　　　　　り,香 をささげる。

聖金曜金　　　4-2-10ピ ラトの家でバラバが救われ,フ ディオの要求でイエスに

　　　　　　　　　　　　死の判決がおりる場面がおこなわれる。

　　　　　　　 4-2　 0ヴ ィア ・クルシスが 四旬節の 金曜日のようにおこな わ れ

　　　 (テーマとしては1-2の変形)る。

　　　　　　　　　　　ムシモン・シレネオ(Sim6n　 Cireneo),ヴ ェロニカ(Ver6-

　　　　　　　　　　　　nicaイ エスの顔をふいた女),信 心深い女達。

　　　　　　　 4-3　 ムデセンディミエントに加わる役柄がふえる。

　　　　　　　　　　　　 ドロロサとサン・ファンに加えて,ホ セ(Jos6)と ニコデ

　　　　　　　　　　　　ムス(Nicodemus)(こ の2人 がイエスを十字架からおろ

　　　　　　　　　　　　す),兵 士と百人隊長,フ ディオ達。ロンギーノ(Longino)

　　　　　　　　　　　　がイエスを槍で突 く(ロ ンギーノについては 『カトリック

　　　　　　　　　　　　辞典』P.582参 照)。

　　　　　　　 4-4　 ムサント・エンティエロの行列の時,イ エスの五つの痛手を

　　　　　　　　　　　　記念 して5回 行列が止まる[ENGLEKIRK　 1966:17-121]。

この トメーの儀礼の特徴は受難(段 階4)の 物語を実に克明に再現していることであ

る。儀礼の要素を豊かにする役柄がふえ,こ れらの役者は聖木曜日に起 ったとされて

いる段階4と5に 属する物語を一つ一つ抜かさずに演じている。 しがし,そ の演じ

方は全般的に平坦で,特 定の場面,つ まり特定の儀礼が盛上るようにはしくまれてい

ない。 つまり,一 連の復活祭儀礼の特定の儀礼が特別に強調されて,そ れがために

復活祭の大きなテーマの中の特定の意味が大きく浮 き上がって くるというわけではな

い。
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　上 記 の特 徴 はヤ ラ ラを は じめ と して トメ ー に至 る数 例 に共 通 の もの で あ る 。精 緻 な

演 出 を お こな って い るが,儀 礼 の どれ か の段 階 に ア ク セ ン トを お い て,結 果 と して 変

形 を な し とげ る とい うこ とを お こな って い な い。 しか し,ヤ ラ ラ,ミ トラ,チ ンツ ン

ツ ァ ン,ト メ ー の例 は(チ チ カ ス テナ ンゴ,チ ナ ウ トラの例 も含 ん で)ミ へ の例 に三

つ の儀 礼 を 加 え て い る。 ① ペ ニ テ ンテの 儀礼,② カ ー ニ ヴ ァル,③ ユダ で 代表 さ れ る

反 キ リス ト勢 の お こな う儀 礼,が そ れ で あ る 。 これ ら三つ の儀 礼 の ブ ロ ック は そ の根

底 に おい て 受難 劇 とい うテ ー マ に結 び つ い て い る もの な が ら,こ れ らの ブ ロ ッ クの ど

れ が 強調 され るか によ って復 活 祭 を め ぐる儀 礼 の 流 れ は大 き く変 形 され るに ちが い な

い 。 この三 点 はそ の 意 味 に お い て,変 形 の三 つ の可 能 性 を しめ して い る。 第 一 の 極 点

は静 寂 と悔 罪 を しめ す ペ ニ テ ンテ の儀 礼 で あ り,第 二 は第 一 の 対極 を な し,喧 燥 と祝

祭 性 を具 現 して い るカ ー ニ ヴ ァルで あ る。 そ して,第 三 の ユ ダ や フデ ィ オ に属 す る要

素 は キ リス トと反 キ リス トの二 元 性 を演 出す る もの で あ る。 これ ら三 つ の変 形 の可 能

性 を 実現 した例 を次 に続 く三 つ の 章 で取 扱 って み よ う。

IV.悔 罪の強調一社会組織論 として

　 悔 罪 の 苦 行 の 強調(段 階1-2,4-2)は チ ン ツ ン ツ ァ ンに お け る聖 金 曜 日の儀

礼(段 階4-2)に 萌 芽 を みた 。 チ ン ツ ン ツ ァ ンで は個 人,も し くは家 族 が不 幸 に み

まわ れ る と,悔 罪 を誓 って,聖 金 曜 日 に ペ ニ テ ンテ とな る。Fosterの 報 告 に よ る と,

ペ ニ テ ンテ には 二 つ の形 が あ って,白 い 腰 布 だ廿 を 身 に ま とい黒 い フ ー ドを頭 に つ け

て 眼 の穴 だ け開 い て お り,裸 の肩 に重 い十 字 架 を か つ ぐか,そ れ と も,輪 のつ い た 足

かせ を は め られ て 歩 くか で あ る 。 ど ち らの 場 合 に も,二 人 の シ レ ネオ が ペ ニテ ンテの

歩 み を助 け る。 教 会 か ら内庭,そ して村 内 に建 て られ た14の 十字 架 の場 を め ぐ って い

く。 各 礼 拝 堂 や 十 字 架 の 場 で は 立 ちど ま って 胸 に鞭 を 打 つ 。 この 間 ペ ニ テ ンテ は倒 れ

て は い け な い。 も し倒 れ る と,教 会 に戻 って 再 び ス タ ー トしな くて はな らな い。 ペ ニ

テ ンテ は 幽霊 だ と思 わ れ て お り,村 人 は見 て は な らな い 。 しか しな が ら,こ の ペ ニ テ

ンテの 儀 礼 は,既 に1940年 代 に余 りお こ なわ れ な くな って しま って い る,とFoster

が報 告 して い る[FOSTER　 1948:213]。

　 チ ンツ ンツ ァンの ペ ニ テ ンテ は 個 人 や 家 族 の 願 か け(promesa)で な る もの で あ り,

聖金 曜 日 に個 人 が ペ ニ テ ンテ の儀 礼 を させ て も ら う とい う形 で あ った 。 そ の 日 に あ る

数 多 い儀 礼 の一 つ を お こな うだ けで あ る。 と ころ が,ペ ニ テ ンテ の グル ープ が組 織 さ

れ る よ うな 場合,儀 礼 も体 系 的 に な る。 この よ うな 例 を ア メ リカ合 衆 国 のニ ュー ・メ
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キ シ コ州 の ペ ニ テ ンテの 間 にみ る こ とが で き る3)。

　 ニ ュー ・メ キ シ コの ペ ニ テ ンテの 儀 礼 は教 会 で お こなわ れ る復 活 祭一 般 の儀 礼 と は

分 離 され て い る[EDMoNsoN　 l957:36-39;OTTAwAY　 l975:78-109;STEELE

1978]。 ペ ニ テ ンテ は グ ル ー プ にな って モ ラー ダ(morada)と よば れ る集 会 堂 に 属 し

て い るの で,彼 等 の と りお こな う儀 礼 に もモ ラ ーダ に よ り相 違 がで て くるが,一 般 形

を以 下 に紹 介 して み た い 。 ペ ニ テ ンテ に 関 し七 は通 俗 文献 を は じめ数 多 くの 文 献 が あ

る が,ペ ニ テ ンテ 研 究 の集 大 成 と み られ るWeigleの 書 物 に た よ って,ペ ニ テ ンテ儀

礼 の伝 統 的 な過 程 を まず 提 示 した い 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃

　 灰 の水 曜 日(段 階1-1)に ペ ニ テ ンテ の 活動 は は じま る。 この 日,彼 等 は,我 等

の父 な るイ エ ス像(Nuestro　 Padre　 Jesds)を 教会 か らモ ラーダ に 運 び,四 旬 節 の間 中

保 管 して お く[WEIGLE　 1976:159]。

　 四 旬 節 の 間 に は水 曜 日 と金 曜 日(段 階1-2)に モ ラー ダ に集 ま り,祈 り と礼 拝 を

お こ な う。 大 半 の ペニ テ ンテ は苦 行 を しない が,何 人 か 特 に願 を か けて い る もの は,

責 任 者 で あ る長 老 の ペ ニ テ ンテ の裁 量 に よ りき め られ た 苦 行 を お こな う。 ペ ニテ ンテ

は白 い ズ ボ ンを は き人 目 にふ れ る折 は,黒 い フー ドを か ぶ り,背 後 に祈 りをす る レサ

ドー ル(rezador)が つ づ き,モ ラーダ か らモ ラーダ へ とひ ざ を つ い て歩 い た り十 字 架

を運 ん だ りす る 。終 る と,補 佐 役(coadj　 utor)が 銀 サ ル ビア の お茶 で 背 を ふ く。 鞭 打

ち は教 導 役(disciplinario)の 役 目で あ る が,鉄 で な くて ユ カ の 繊 維 で鞭 打 つ こ とが

多い 。 以 上 が 一 般 の 形 で あ る が,ロ ー プ,サ ボ テ ンに身 を包 んだ り,腕 に小 さな十 字

架 を ゆわ え た り,黒 曜 石 の ナ イ フ や春 先 のサ ボ テ ンで 身体 を こす って 血 を 流 した り傷

を つ け る こ と も あれ ば,こ の地 方 の丘 か らと れ る小 さな とが った ア ロス(米)と よば

れ る小 石 の上 に坐 る苦 行 を した りす る[WEIGLE　 1976:159-161]。 いず れ にせ よ,

上述 の苦 行 と十 字 架 運 び は ヴ ィア ・クル シス(段 階1-2)の 強 調 で あ る。

　 聖週 間 の間 中,ペ ニ テ ンテの 成 員 は モ ラー ダ で 日を過 す 。 聖 水 曜 日か ら聖 金 曜 日ま

で が 重要 で あ って,復 活 そ の もの は二 次 的 で あ る 。悔 罪 を基 調 とす るペ ニ テ ンテ に と

って 復 活 よ り も金 曜 日の苦 しみ の最 中 にあ るイ エ ス の イ メ ー ジが 重 要 な の で あ る,と

Weigleは 解 釈 して い る。 そ して,彼 等 の お こな う儀 礼 もその イ メ ー ジに結 び つ い て

い る。 そ れ らを 列 記 し,段 階別 に解 釈 す る と(カ ッコ内),1ド 百 人 隊 長 に扮 す る ペ ニ

テ ンテの 成 員 が イ エス 像 を た た く(段 階4-2の 構 成 要素 の 強化),2.聖 水 曜 日か ら

3)合 衆国のニ ュー ・メキ シコ州は コロラ ド州の南部 とともに,ス ペイ ン系アメ リカ人の文化が

残存 している ことで知 られている。今 で こそ合衆国に属す るが,文 化的にはメソ ・アメ リカ文

化 圏の北端を構成 してい る。復活祭儀礼が忠実 に継承 されてお り,メ キ シコの ミチ ョアカン州

とともにペニテ ンテの儀礼で知 られている。
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金 曜 日に か け て,モ ラーダ の 前 に あ る十 字 架 か ら14の 十 字 架 の場 所 を 通 って カル バ リ

オ に むか って何 回 も行 列 を お こな う(段 階4-2,テ ー マ と して は1--2の ヴ ィア ・

グル シス儀 礼 の 反復),3.聖 金 曜 日に は,ペ ニ テ ンテの 十 字 架 運 び が あ り(段 階4-

2,テ ー マ と して は1-2),死 者 の車(death　 cart)を 引 くペ ニ テ ンテ もあ る。 車 に

は安 定 のた め や,引 くのが む つ か し くな る よ うに と石 が つ めて あ る。 車 上 に は死 を 象

徴 す る黒 衣 のガ イ コ ツ(ラ ・ム エル テLa　 Muerte)が 乗 せ て あ り,弓 と矢 を 持 って い

る 。 この武 器 は見 物 人 を なぶ るた めで あ る(段 階4-2の 儀 礼 の 要素 の 強化)。 十 字

架 を 背 お った ペ ニ テ ン テは 「キ リス ト教 徒 の 死」,ラ ・ム エル テ は 「準 備 の な い死 」

の 象徴 で あ る,とWeigleは 説 明 して い る[WEIGLE　 l976:162-170]。

　 俗 説 に あ る よ うな,ペ ニ テ ンテ が十 字 架 に礫 に な った り,血 な ま ぐさい儀 礼 が あ っ

た の は1920年 代 まで の 例 で,し か も極 めて ま れ な例 にす ぎな い[WEIGLE　 l976:172]。

Ottawayは ニ ュ ー ・メ キ シ コ州 タオ ス の ペ ニ テ ンテ の 最 近 の 慣行 を報 告 して い るが,

そ れ を み る と,Weigleの 要 約 に あ る 四旬 節 の 水 曜 日 と 金 曜 日に あ る 十 字架 を 運 ぶ

"苦 行"や 鞭打 ち もな く
,聖 水 曜 日か ら金 曜 日 にお こな わ れ る ヴ ィア ・クル シス の数

も少 な く,死 者 の車 も出現 せ ず[OTTAwAY　 1975:79-108],ペ ニ テ ン テ儀 礼 の 焦

点 で あ った ヴ ィア ・ク ル シ スの 儀 礼 の要 素 の退 潮 が うか が え る 。

　 ペ ニ テ ンテ の儀 礼 の基 調 は厳 格 な 訓練 に あ り,そ れ を必 要 とす る社 会 的 背 景 が あ っ

た 。 ニ ュー ・メヰ シ コの イ スパ ー ノの村 々 は イ ンデ ィ ア ンの 襲 撃 に お び え な が ら山村

に孤 立 して い た 。 コ ミュニ テ ィの ま とま り と相 互 援 助 が あ って こそ人 々 の生 活 が な り

た ってい た 。この 目的 を みた す た め に ペ ニ テ ンテの 組 織 が 発 達 し,存 続 して き た 。特 に,

貧 しい人 々 に と って 不可 欠 の組 織 で あ った 。 自力 の あ る富 め る家 族 に ペ ニ テ ンテ の成

員 に な る者 が殆 ん どみ られず,小 規 模 の 牧 場 経 営者,日 雇 い の羊 飼 い,労 働 者 が主 な成

員 で あ った とい う事 実 が ペ ニ テ ンテ の組 織 の実 状 を しめ して くれ る[WEIGLE　 l　976:

140]。 財 力 の な い イ スパ ーノ の間 に こそ,相 互 扶 助 を保 証 して くれ るペ ニ テ ンテ の組

織 が 必要 だ った ので あ った 。

　 ペ ニテ ンテ は・一種 の 宗 教 結社 で あ り,「 目 的は 慈 善,相 互 扶 助,信 心,兄 弟愛 とキ

リス ト教 徒 と して の道 徳 の育 生 にあ った」[WEIGLE　 1976:139]。 各 モ ラー ダ に は役

職 の シス テ ム が あ り,規 範 が 明 確 に あ った[WEIGLE　 1976:149-150]。 彼等 は復 活

祭,聖 体 拝 受,守 護 聖 人 の祭 りを 主催 し,コ ミュ ニ テ ィの 宗 教生 活 を組 織 化 した。20

世 紀 の は じめ に な って 葬 式 組 合 が で き るま で は,成 員,非 成 員 を 問 わず 葬 式 を と りお

こな って い た 。 また,病 人 の世 話 もみ て い た[WEIGLE　 l976:150-152]。

　 この よ う にペ ニ テ ンテ の組 織 が必 要 で あ った社 会 的 状 況 が ニ ュ ー ・メ キ シ コの イ ス
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パ ー ノの 村 に は あ り,そ れ で こそ 復活 祭 に ペ ニ テ ソテ の儀 礼 が発 達 した の で あ った 。

Ottawayは1960年 代以 降 の タ オ ス に おけ るペ ニ テ ンテ組 織 と儀 礼 の 復 興 現 象 を報 告

して い るが[OTTAwAY　 l　975:139-188],こ の 問題 につ い て は稿 を新 た めて 考 え た

いo

V.カ ー ニ ヴ ァル の高 揚 一 社 会 関 係論 と して

　 カ ー ニ ヴ ァル とい う儀 礼 の過 程(段 階1以 前)を 抽 出 した の は チ ンッ ンッ ァンか ら

で あ った。 しか し,こ の タ ラス コの 町 で は,1940年 代 のFosterの 調 査 時 に 既 に カ ー

ニ ヴ ァル は お こ なわ れ な くな り,そ の一 週 間 前 に あ る レス カ テ の祭 りの 方 が 盛 ん に な

って い た[FosTER　 l948:209]。 同 じ く,パ ツ ク ア ロ湖 畔 にあ る チ ェ ラ ン か らもカ

ーニ ヴ ァル が報 告 され て い るが
,実 に 簡 略 な もの で あ る。 美 し く色 付 け した玉 子 の か

らで つ く ったバ ス ケ ッ トに色 紙 つ ぶ て を一 杯 入 れ て女 の子 が家 の 戸 口に坐 って お り,

男 の 子 が 玉 子 を 買 い求 め,女 の子 の 頭 上 で 割 る 。 も し くは,男 の 子 と女 の子 が 色 紙

つ ぶ て を 投 げ合 い,時 に は,男 の子 はオ レ ン ジな ど を手 に入 れ て,互 い に投 げ合 う

[BEALS　 1946:127]。 つ ま り,男 性 と女 性,も し くは 男性 間 の儀 礼 的 ふ ざ け が演 じ ら

れ る だ けで あ り,他 に儀 礼 は お こな わ れ ない 。

　 基 層社 会 に お け る華 々 しい カ ー ニ ヴ ァル の例 は チ ァパ ス 高地 の民 族 誌 にか た ま って

い る。 ハ ーバ ー ド ・チ ァパ ス ・プ ロジ ェク トに加 わ って い たBrickerが シ ナ カ ン タ ン,

チ ャ ム ラ,チ ェ ナ ロ ーの カ ー ニ ヴ ァル を極 めて 詳 細 に扱 って お り[BRICKER　 l　973],

メ ソ ・アメ リカ の イ ンデ ィオ 社 会 の カ ー ニ ヴ ァル につ い て の 最高 の文 献 を 残 した 。 こ

の三 つ の カー ニ ヴ ァル を代 表 す る典 型 例 と して,チ ャム ラの 村 の カ ー ニ ヴ ァルを 以 下

に と りあ げた い4)。 特 に 明記 しな い か ぎ り,資 料 は も っぱ らBrickerの 著 書 の第5章

に よ って い る。

　 まず,カ ーニ ヴ ァル の登 場 人 物 か らみ て み よ う。村 に は三 つ の バ リオ が あ って,各

バ リオ は新 ・旧2人 のPassionを 持 って い る の で,村 全 体 で6人 のPassionが い る。

Passionは 槍先 の つ いた 旗 を た ず さえ て い る が,こ れ は キ リス トの 頭 を 象 徴 した もの

で あ る 。 つ ま り,Passionは キ リス トを 具現 して お り,チ ャ ム ラは 「Passionが 歩 く

4)上 記 の村 々はすべて メキ シコ,チ ァパス州の高地 に位置するマヤの村 々であ る。チ ァパ ス州

で は,サ ン ・ク リス トバル ・ラス ・カサス市が ラデ ィノ(非 イ ンディオ)の 居住地で,高 地の

インデ ィオを支配する拠点 となってい る。同州で は,イ ンデ ィオー ラデ ィノの服従一支配の関

係が きび しく,民 族間の葛藤が絶 えまない。 歴史上に も反乱の事例が数多い。 低地で も,イ

ンデ ィオー ラデ ィノの対立関係は普遍的 にみ られ るが,そ の儀礼面への反 映は くずれが ちで あ

る。
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時,キ リス トが 歩 い て い る 。Passionが 踊 る時,キ リス トが 踊 らて い るの だ 。　Passion

が走 る時,キ リス トが走 って い る のだ 」 とい う。Passionは3回 村 人 に食 事 を ふ る ま

うが,そ れ は 神 が子 な る チ ャ ム ラの人 々 に食 物 を 与 え て い る の だ,と 考 え られ て い る

[BRICKER　 　I　973:88]。

　 Passionを 補 佐 す るた め に6人 のFlowerが い る。 各 バ リオ か ら2人 ず つ で,計6

人 で あ る。 各 バ リオ のPassionとFlowerは 四 つ の 槍 先 と衣 服 を管 理 して い る。槍 先

は神 の 男 性 的 表 象 で あ り,天 上 の 主 とか小 エ マ ニ ュ エル とか よ ば れ て い る。 衣 服 は神

の女 性 的 表 象 で あ って,天 上 の 母 とか 捨 て られ た 女(サ ン ・ホ セ に捨 て られ た とい う

意 味)と か よば れ て い る。 これ らの槍 先 と衣 服 をFlowerが キ リス トの衣 服 と され て

い る もの に包 み,各 々別 々 に木 の 箱 に保 管 して い る。 な お,こ の木 の箱 は羊 毛 の上 に

お いて あ る[BRIcKER　 1973:89-90]。

　 PassionはFlowerに 加 え て,　ordinarioとcomisarioを 連 れ て い る。 語 彙 か らい

う と,ordinarioは 異 端 審 問 判事,　 comisarioは 異 端 の調 査 官,証 拠 を集 め る人 と い

う意 味 で あ り,メ キ シ コに お け る異 端 審 問 の イ ンデ ィオ 社 会 へ の 影 響 の な ご りだ ろ う,

とBrickcrは 考 え て い る[BRIcKER　 l　973:90]。 また,各 バ リオ に は メ ッセ ン ジ ャ

ーが1人 い る。

　 以 上 は キ リス ト側 の 人物,つ ま りプ ラ スの要 因,善 の 側 の 登 場 人 物 で あ る が,そ れ

らに対 抗 す る登 場 人物 が 出 て くる。Nana　 Maria　 Cocorinaは 女装 の男 子 に よ って 演

じ られ,Malinche,　 Juan　 Guti6rrezの 愛 人(Juan　 Guti6rrezは19世 紀 の前 半 の チ

ァ7xeス州 に代 表 的 な 連 邦 主 義者 で州 の 自治 を 主 張 した),　 Mariano　 Ortegaの 愛 人

(Mariano　 Ortegaは カ ス ト戦 争 前 に司 祭 の特 権 を主 張 した 反 動主 義者 で あ った 。 ま

た,フ ラ ンスの 干 渉 戦 争 時 代 に チ ャム ラ はJuarezの 連 邦 軍 を援 助 した が,一 時Or-

tegaの 支 配 に落 ち準)を 具 現 して い る もの と され て い る[BRIcKER　 l　973:87・91]。

つ ま り,Nana　 Maria　 Cocorinaは チ ャ ム ラに 害 を与 え る ラデ ィ ノの愛 人 役 とい うマ

イ ナ ス の イ メ ー ジ,し か も淫 靡 な,正 当性 と は ほ ど遠 い要 素 を代 表 して い る 。

　 Monkeyは グ ル ー プ で現 わ れ る。 リー ダ ー が ひ と り,他 は 希望 者 が誰 で もなれ る。

服 装 は フ ラ ンス軍 の て き弾 兵 の格 好 を して お り,Mariano　 Ortegaの 支 配 を通 じて チ

ャム ラの歴 史 に現 わ れ た フ ラ ンス の 干渉 戦 争 の影 響 を とど め て い る と同 時 に,マ ヤ 民

族 に と って悪 の根 源,悪 の イ メ ー ジ を代 表 す る猿 を も具象 化 して い る。 つ ま り,猿

が フ ラ ンス兵 の服 を 着 た よ うな格 好 を して い るの がMonkeyで あ る。 このMonkey

は隣…村 の シナ カ ンタ ンや チ ェナ ロー に行 け ばBlackmanと よば れ る役 柄 に 相 当 し,

ラデ ィ ノ,ユ ダ ヤ人,悪 魔 な どチ ャム ラを は じ め マヤ の人 々 に と って 悪 の イ メ ー ジを
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代 表 して い る[BRIcKER　 1973:91-93]。

　以 上 の ことを 整 理 して み る と,各 バ リオ に はPassion　 2人,　Flower　 2人,　 ordinario

1人,comisario　 1人,メ ッセ ンジ ャー1人,　 Monkey　 22人 が い る。　Nana　 Maria

Cocorinaは 村 中 か ら1人 だ け 出 る が,彼 女 を 出 した バ リオで は さ らに2人 のMonkey

が ふ や され る[BRICKER　 1973:98]。 こ う して,チ ャ ム ラの 村全 体 と して は大 変 な

数 の 出 演者 が そ ろ う こと と な る。 こ こで,彼 等 の 演 じる カ ー ニヴ ァル の儀 礼 を みて い

こ う。

　 チ ャ ム ラで は カ ー ニ ヴ ァル の 日付 もマ ヤ固 有 の暦 と結 びつ い て くる 。 マ ヤ文 化 圏 で

は20日 が1月 に な り,18カ 月 と余 りの5日 を 加 えて 一 年 と な る。 従 って,余 りの5日

間 は 「失 わ れ た 日」 と か 「名 の な い 日」 と か よば れ て,非 日常 的 な空 白 の 時 とさ れて

い る[BRICKER　 1973:10]。 この 日 とカ ー ニ ヴ ァル の 日付 が結 び つ くので,カ ーニ

ヴ ァル の非 日常 性 は マ ヤ 的 な説 明 を 与 え られ て い る こ とに な る 。

　 カ ー ニ ヴ ァル の始 ま る一 週 間 前 に司会 者 に よ り布 告 が お こな わ れ,そ こ にカ ー ニ ヴ

ァル の テ ー マが 要 約 され て い る。

　 チ ャム ラ!

　 気 ちが い め いた2月1

　 今 日 は1969年2月9日

　 最 初 の兵 隊 が メ キ シ コ(市)に き た。

　 グ ァテ マ ラに き た,

　 トゥス トゥ ラ(グ テ ィ エ レス)に き た,

　 チ アパ(デ ・コル ソ)に きた,

　 サ ン ・ク リス トバ ル(ラ ス ・カサ ス)に き た,

　 旗 を 持 って 来 た,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 太 鼓 を 持 って きた,

　 トラ ンペ ッ トを 持 って きた,

　 ば ん ざ い!　 ば ん ざい!

　 村人 よ!

　 騎 兵 が メ キ シコ(市)に きた。

　 グ ァテ マ ラに き た,

　 トゥス トゥ ラ(グ テ ィ エ レス)に きた,

　 チア パ(デ ・コル ソ)に きた,
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サ ン ・ク リス トバ ル(ラ ス ・カサ ス)に きた,

旗 を 持 って きた,

太 鼓 を 持 って きた,

トランペ ッ トを 持 って き た。

ば ん ざい!　 ば ん ざ い!

最 後 の騎 兵 が メキ シ コ(市)に き た。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　グ ァテ マ ラ に きた,

　 トゥス トゥ ラ(グ テ ィ エ レス)に きた,

チ ア パ(デ ・コル ソ)に きた,

サ ン ・ク リス トバ ル(ラ ス ・カサ ス)に きた。

花 火 を 持 って きた,

大 砲 を 持 って き た,

横 笛 を 持 って きた,

　 ラ ッパ を持 って きた,

旗 を持 って きた,

　 トラ ンペ ッ トを 持 って きた 。

Mariano　 ortegaとJuan　 Guti6rrezは 若 い 女

Nana　 Maria　 Cocorinaと 一 緒 に き た。

一 緒 に森 の 中 に入 り
,愛 を か わ した 。

　 タ フ ィ,か ぼ ち ゃの砂 糖 煮,ボ ル シー ヨ(牛 の 血 を た きつ め てつ くった ソー セ ー ジ)

　を 食 べ て 戻 って きた 。

ば ん ざい,Mariano　 Ortega![BRIcKER　 l　973:85-86]

チ ャ ム ラの 外 か ら くる外 敵 に対 す る注 意 の 換 起 と批 判 的対 応 が この 布 告 の テ ー マ に な

って い る。 そ して,こ の テ ー マの 儀 礼 上 の 展 開 は複 雑 に と りお こな わ れ る。

　土 曜 日

真 夜 中す ぎ に戦 士 のダ ンス(Dance　 of　the　Warriors)が お こ なわ れ る。 聖 な る太 鼓

の 持 主 兼演 奏 者,メ ッセ ン ジ ャー と助 手 が 自分 達 の 所 属 す る バ リオ のPassionの 家 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ

行 き,そ こで戦 士 の ダ ンスを 踊 る[BRIcKER　 l973:114]。

　 この ダ ンス の解 釈 は仲 々む つ か しい 。Brickerに よ る と三様 の解 釈 が で き る。 こ の

ダ ンスを 踊 る時,メ ッセ ンジ ャ ーが 助手 に もたせ た ジ ャガ ー の 皮 を 職階 の順 に村 役 人

の背 に か けて,ダ ンス に誘 う。 ジ ャガ ーの皮 は神 の ジ ャガ ーを 具 現 して お り,皮 を か
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ぷせ られ た 人 は 神 を守 る ジ ャガ ー にな る。 そ して,前 述 の 神 の頭 で あ る槍 先 の つ い た

旗 をた ず さえ,槍 先,つ ま り神 を 背後 か ら くるMonkeyに 対 して 防衛 す る。 ダ ンス

が終 る と,神 〔=槍 先 〕 もジ ャ ガ ーの皮 も上 に持 ち上 げ られ,こ れ は キ リス トの 復 活

を象 徴 して い る,とBrickerは 考 え て い る[BRIcKER　 1973:111・II2]。

　 Gossenに よ る と,槍 先 は太 陽 の頭 を表 わ し,ダ ンス の終 りに,槍 先 のつ い た 旗 を

も ちジ ャガ ー の皮 を きせ られ た役 人 が メ ッセ ン ジ ャー の助 手 に持 ち上 げ られ る の は太

陽 が天 上 に昇 る動 きを 象 徴 して い る[BRIaKER　 1973:112]。

　 さ らに,Brickerは 戦士 の ダ ンスを ユ カ タ ン半 島 や ス ペ イ ン以 前 の チ ァパ ス高 地 に

み られ る民 族 誌 上 の 事 実 と結 び つ けて 考 え る。 こ こで は ジ ャガ ーの皮 を つ け た者 は槍

の指 揮 官 で,最 高 位 の 戦 士 で あ った。 従 って,チ ャム ラが ジ ャガ ー の皮 を役 職 者 の背

にか ける こ とに よ って,役 職者 が高 位 の戦 士 とな り,神 を守 る こ とを 意 味 して い る,

とBrickerは 考 えて い る[BRIcKER　 l　973:112]。

　 土 曜 日に は新 任 のPassionの 主 催 す る宴 会 が あ るが,復 活 祭 お よび カ ー ニ ヴ ァル の

テー マ と直 接 に は結 び つ か ない 。

　 カ ー ニ ヴ ァルの 土 曜 日の 重 要 な儀 礼 は戦 士 の ダ ンス で あ り,詳 細 に つ い て は 上 記 の

三 つ の解 釈 が あ る とはい え,戦 い の テ ー マ,そ れ も神 をMonkey(=他 者,ラ デ ィ

ノ,ユ ダ ヤ人,悪)か ら守 る戦 い が テ ー マ とな って い る。

　 日曜 日

　 離任 す るPassionの 宴 会 が ひ らか れ る。 この 日はNana　 Maria　 Cocorinaの 活 躍

が 目立 つ 。戦 士 のダ ンス に加 わ り,終 る と聖 な る太 鼓 にむ か って 性 的 な し ぐさを す る 。

そ の後,Monkey,　 comisario,　 ordinario(こ の 時 はOrtega役 を つ とめ る),メ ッセ

ンジ ャ ー,Passionと 性 的 な冗 談 を は じめ る。前 者4人 がNana　 Maria　 Cocorinaに

い い寄 り,Passionは 自分 の妻 だ,と か ば う[BRIcKER　 1973:116-122]。

　 土 曜 日の解 説 に のべ た よ うに,カ ー ニ ヴ ァル は神 をMonkeyか ら守 る テ ー マ の 提

示 で 開始 した が,日 曜 日に は,Monkeyを は じめPassionに 対 抗 す る者 達 がPassion

へ 挑 戦 を い どむ こ と とな った。 挑戦 はNana　 Maria　 Cocorinaを 媒 介 に して お こな

わ れて い る。

月曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 亀

特になし。

　火曜日

夜明け前に,旧 年のPassion,彼 の儀礼上の補佐役,　Monkeyの 妻達は水あびにい

き,盗 み見する男と性的な冗談をかわす。その後,夫 とプラサに行き,夫 達はプラサ
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を3回 走 りま わ る。 そ の 後,皆 カ ルバ リオ に行 って,戦 士 のダ ンスを 踊 る。 そ れ か ら,

バ リオ に あ る聖 な る泉 で 食 事 を とる。 こ こで,Monkeyは 人 々 を集 めて 二 組 に分 け
,

メキ シ コ側 一 グ ァテ マ ラ側,カ ラ ン シス タ側一 ピネ デ ィス タ側 と名 づ けて模 擬 戦

を お こな う。 つ いで,廃 屋 か らと って来 た藁 を 教 会 の 内 庭 か らプ ラサへ 敷 きつ め て,

火 を つ け,「 神 の 道 」 とす る。 そ して,Passionと そ の 他全 員 が ま だ火 の 残 って い る

「神 の 道 」 を3回 往 復 す る。 こ う して火 に よ り彼 等 の 悪 の 要素 が清 め られ た と考 え ら

れ て い る。 旧Passionと その 補 佐 役全 員 は赤 の ス ー ツ,ひ ざ ま で あ る赤 の ス トキ ッン

グ,赤 の リボ ンの つ い た帽 子 を つ けて い て,こ れ らの 赤 色 は悪 の シ ンボル と され て い

る。 新Passionと 補 佐 役 の衣 裳 に は赤色 は な く,黒 と 白の2色 で ま とめ られ て い るが,

赤 色 を つ けた 旧Passionと そ の一 味 と交 わ って きて い るの で,悪 と結 び つ いて い た と

考 え られ,火 に よ り浄 化 され ね ば な らない の で あ る[BRIcKER　 1973:90--91,122-

126]。

　 水 曜 日

　 カ ー ニ ヴ ァル の 最 後 の 日で あ り,四 旬 節 の最 初 の 日に あ た る。Passionが 食 事 を 人

々 に与 え る[BRIcKER　 l　973:126]。

　 な お,カ ーニ ヴ ァル以 降 の 四旬 節 と聖 週 間 の チ ャム ラの儀 礼 は ご く簡 略 で あ り,ミ

へ の もの よ り儀 礼 が 少 な く,何 処 に も カ ーニ ヴ ァル 的要 素 は 出 て こ な い[POZAS　 19

77:114-191]。

　 以 上 み て きた 土 曜 日か ら水 曜 日 に至 る カー ニ ヴ ァル の儀 礼 の 過 罹 を 整 理 す る と,次

の よ うに な る。 中 心 テ ー マ はPassionとMonkey.の 戦 いで あ り,　Passionを も含 め

た す べ て の存 在 の浄 化 に 終 結 す る 。 つ ま り,Passionに 代 表 的 に 具 現 され て い る キ リ

ス ト的要 素,善 の 要素 が,Monkeyに 象 徴 され て い る反 キ リス トの ユダ 的 要素,チ

ャム ラに と って他 者 で あ る外来 者 ラデ ィ ノの要 素(フ ラ ンス軍 兵 士 の 服 装 に象 徴 され

る),悪 の要 素(マ ヤ 固有 の猿 の シ ンボル)と せ め ぎ合 い,つ い にす べ て は善 へ と浄

化 され て い くの が チ ャ ム ラの カ ー ニ ヴ ァル の テ ー マで あ る 。Nana　 Maria　 Cocorina

は ア ン ビヴ ァ ラ ン トな存 在 で,コ ル テ ス の妾Malincheと か,　 Mariano　 Ortegaや

Juan　 Guti6rrezの 愛 人 とか い う負 性 の 存在 で は あ る が,聖 な る太 鼓 へ の 性 的 な し ぐ

さ に は チ ャ ム ラの 女 の特 徴 が み え る し,日 曜 日の 儀 礼 的 な 冗 談 の や り と りで はPas-

sionの 妻 で あ るか の よ うに ふ る ま う。　Nana　 Maria　 CocorinaはPassionとMon-

keyの 中 間 に 位 置 す る ア ン ビヴ ァラ ン トな 存 在 で あ るか らこそ,儀 礼 的 エ ンタ ー テ

イナ ー と して の 可 能性 を高 度 に有 して い る ので あ る。

　 カ ー ニ ヴ ァル の テ ー マ はPassionとMonkeyの 戦 い で あ る とい った が,'こ の戦 い
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か ら浄 化 へ の プ ロセ ス,特 に火 曜 日の 模 擬 戦 に は メ キ シ コ史上 の戦 い が演 出 され る。

そ して,Monkeyの フ ラ ンス軍 衣 裳,　Nana　 Maria　 CocorinaがMariano　 Ortegaや

Juan　 Guti6rrezの 愛 人 と され て い る こ と,カ ー ニ ヴ ァル の布 告 に み られ る フ ラ ンス

干 渉 戦 争 へ の言 及 な ど に,チ ャ ム ラの歴 史 意識 が 明確 に反 映 され て い る。

　 さ らに,戦 士 の ダ ンス で使 われ る ジ ャガ ー の皮,聖 な る太 鼓,Monkeyに み る猿

の シ ン ボ リズ ム な ど に マ ヤ固 有 の 儀 礼 の 要素 が濃 厚 にで て くる 。

　 チ ァパ ス州 の民 族 誌 を み る と,カ ー ニ ヴ ァル が普 遍 的 に み られ る。 チ ャ ム ラの近 く

に あ る シナ カ ンタ ンや チ ェ ナ ロー で も,演 出法,テ ーマ と もに チ ャム ラの もの に近 い

カ ー ニ ヴ ァル が み られ る[BRICKER　 l973:4,6章]。 他 の チ ァパ ス 高地 の村 々 の 例

につ い て は詳 細 な記 録 は ない が,エ ル ・ボ ス ケ,ウ ィス タ ン,ミ トンテ ィ ック,ラ ラ

イ ンサ ー ル,オ シュ チ ュ ック にカ ー ニ ヴ ァル の あ る こ とが 報 告 され て い る[BRICKER

1973:169-172]。

　 チ ァパ ス低 地 の例 と して は,Nashが ア マ テ ナ ン ゴ(デ ル ・バ エ)か らカ ー ニ ヴ ァ

ル の 断片 的 な形 を報 告 して い る。Nashが 調 査 した 時点 で は この 村 の カ ー ニ ヴ ァル は

消 失 して しま って い るが,以 前 に はBlackmanと よ ばれ る チ ャム ラのMonkeyに 相

当 す る儀 礼 的道 化 が 現 わ れ て,性 的 な冗 談 を ふ り まい た,と い う。Blackmanは シ ナ

カ ンタ ンのBlackmanと 同 じで,洋 服 を 着 て,紙 タバ コを の み,馬 に乗 って現 わ れ,

ラデ ィノ,ユ ダ ヤ入 を 表 象 して い た。 このBlackmanは 消 失 して しま った が,栄 光

の土 曜 日 に み られ るユ ダ 人形 の焼 落 しの儀 礼 は まだ つ づ いて い る。 この ユ ダ像 は キ リ

ス トの殺 害 者 で あ る と同 時 に,イ ンデ ィオを 圧 迫す る ラデ ィノの 象 徴 と して扱 われ て

い る,とNashは 論 じて い る[NAsH　 1970:224,228]。 既 述 の ミへ の村 ア ユ トラに

み られ る宣 教 師 の 手 に よ る ユ ダ人 形 の焼 落 し とは 位相 の異 な る現 象 で あ る 。

　 チ ァパ ス州 で,カ ー ニ ヴ ァル が発 達 し,キ リス トと反 キ リス ト的 要素 の対 立 の テ ー

マ を借 りて,歴 史 上 に起 った 戦 争 や外 圧 に対 す る 儀 礼 上 の 批 判 が盛 ん に な り,ユ ダ

(ラ デ ィ ノ)の 要 素 が マヤ 固有 の猿(悪)の シ ンボ リズ ム と結 び つ い て絶 えず 強調 さ

れ る の は何 故 だ ろ うか 。 チ ャム ラの例 か ら明 らか な よ うに,そ れ は,こ の地 方 が,過

去,何 回 も外 界 か らの 侵 入 の余 波 を う けた結 果,外 か ら くる もの は 即,悪 で あ る とす

る考 え方 が民 俗 の シ ン ボ リズ ム に お け る悪 の 象徴 と結 び つ い た もの と考 え られ る。 こ

う して,キ リス トに対 立 す るユダ=悪=ラ デ ィ ノ(外),猿(内)と い う 図式 が で き上

が った。 そ の よ うな 歴 史 上 の対 立 項 は現 代 の チ ャパ ス州 に み られ る イ ンデ ィ オ対 ラデ

ィノ の緊 張 を は らむ 民 族 関係 とな って 現 わ れ て くる。 この 緊 張 こそ が(同 州 の民 族 関

係 に つ いて の文 献 は多 い が,例 え ば[STAvENHAGEN　 1968]を 参 照 の こ と)カ ー 二
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ヴ ァル を維 持 し,発 展 させ る要 因 で はな い か,と 私 は推 測 して い る。 つ ま り,歴 史 上

に も,現 在 に も,チ ァパ スの 民族 誌 に一 貫 して 存在 して い る民 族 間 の 葛 藤 が イ ンデ ィ

オ を して 抑圧 さ れ た状 況 を儀 礼 的 に 批 判 し,状 況 を 反転 させ る カ ー ニ ヴ ァル儀 礼 を 演

出 させ て きた ので は ない だ ろ うか 。Monkey(悪,ユ ダ,フ ラ ンス軍,ラ デ ィ ノ)が

Passion(善,キ リス ト,イ ンデ ィオ)と 対 立 しつ つ,浄 化 され て い く一 連 の 儀 礼 は

Tumerの 言 う"地 位 逆 転 の 儀 礼"(ritual　 of　status　reversal)で あ る[TuRNER

1978:3]o

　 チ ャ ム ラで代 表 さ れ る チ ァパ ス高 地 の カ ー ニ ヴ ァル は メソ ・ア メ リカ の イ ンデ ィオ

の 社 会 で み られ る カ ー ニ ヴ ァル の う ち最 も儀 礼 上 の豊 か さを そ な えた もので あ り,ミ

ハ イ ール ・パ フチ ー ンの描 い て い る中 世 ヨー ロ ッパ の カ ーニ ヴ ァル に も匹 敵 す るだ け

の もので あ ろ う[パ フ チ ー ン　 1974]。 カ ー ニ ヴ ァル につ い て草 稿 を発 表 したTurner

は19世 紀 フ ラ ンス の カ ー ニ ヴ ァル を紹 介 し(Robert　 Bezuchaな どの 資 料 を も と と し

て い る),カ ー ニ ヴ ァル の 「祝 祭 性 は社 会 的 ・文 化 的,そ して政 治 的 変 化 の 発 動 力 に

な る もの で あ り,… …人 々は政 治 的 意 見 を フ ォ ー ク ロ リ ックな事 象 の 脈 絡 内で 表 現 し

た 」[TURNER　 1978:19]と のべ て い る 。 この点,チ ャ ム ラや チ ァパ ス高 地 の カ ー

ニ ヴ ァル が 植 民 地 時 代 の 文 化 遺 産 と して フ ォー ク ロ リ ックな 意 味 だ け を持 った もの に

終 る か,Turnerの い う よ うな 変 化 へ の発 動 力,政 治 的 主 張 の 場 とな る か は今 の と こ

ろ不 明 で あ る。

　 カ ー ニ ヴ ァル の 断 片 的 記 述 はメ ソ ・ア メ リカ の 各地 か ら報 告 され て い るが,Bricker

の 報 告 ほ ど ま と ま った もの が な い 。 同 じチ ャム ラの民 族 誌 を と りあ げて も,Pozasの

モ ノグ ラフで は カ ー ニヴ ァル は 短 く扱 わ れ て い る が,Brickerの 研 究 は1冊 の本 にな

る ほ ど の深 ま りを しめ した 。 同 じよ うな こ とが他 の地 域 の研 究 で もお こな い うる,と

私 は 思 う。例 え ば,ユ カ タ ン半 島 の イ ンデ ィオ社 会 で は チ ャ ム ラに近 似 した カ ー ニ ヴ

ァル が あ る と い う こ とで あ る し[BRIaKER　 I　973:187],有 名 な ウ ェホ チ ンゴの カ ー

ニ ヴ ァル に は歴 史 行 列 や 模 擬 戦,土 地 の 山賊 の 出 現,彼 等 の敗 北 な い しは キ リス ト教

化,な どの行 事 が 報 告 され て い るが[WARMAN　 l972:151-152],詳 細 につ い て は

よい 報 告 書 が な い 。

　 町 や都 市 の カ ー ニ ヴ ァル の 研 究 は ど れ ほ どす す んで い るだ ろ うか。 メ キ シコの ヴ ェ

ラ クル ス の カ ー ニ ヴ ァル は有 名 で 観 光化 して い る が,こ の報 告 や 分析 を した研 究 者 は

い ない よ うで あ る。 しか し,ヴ ェ ラ クル ス の よ うな 中都 市 の カ ーニ ヴ ァル の研 究 の 可

能 性 は高 く,例 え ば,Sergio　 Galindoの 小 説La　 Comψarsa[GAHNDo　 1964]に 描

かれ て い るハ ラ ッパ 市 の カ ーニ ヴ ァル を読 む と,中 都 市 の カ ー ニヴ ァル研 究 が テ ー マ
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と して 浮 か び上 が って くる。 また,リ オ ・デ ・ジ ャネ イ ロと モ ンテ ビデ オ の カ ー ニ ヴ

ァル や ボ リビア の オ ル ロ の カ ーニ ヴ ァル につ い て は 文献 が あ る が,私 はま だ 入手 して

い ない 。 この よ うに,都 市 の カ ー ニ ヴ ァル の 研 究例 は数 少 な いの で,例 を メ ソ ・ア メ

リカ に限 らず,ラ テ ン ・ア メ リカお よび スペ イ ンに ま で視 野 を ひ ろ げ る と,か ろ う じ

て 次 の 四つ の 研 究 例 に 出会 った。

　 第1例 は西 イ ン ド諸 島 のサ ン ・バ ンサ ン島 の町[ABRAHAM&BAuMAN　 l　978:199

--200]
,第2例 は ドミニ カの12万5千 の人 口 を持 つ 都[GoNzALEz　 l970],第3例 は ト

ニ ダ ッ ド(人 口10万)[HILL　 1972] ,第4例 は ス ペ イ ンの ア ンダ ル シア の町[GILMoRE

1975]の カ ー ニ ヴ ァル で あ る。1～3例 は いず れ も,ア フ ロ的 文 化 要 素 と フ ラ ンス の

Mardi　 Grasの 伝 統 が み られ,今 の とこ ろ筆 者 に は これ らの カ ー ニ ヴ ァル 現 象 を 正確

に 紹介 で き る知 識 が な い 。 ま た,資 料 も僅 少 で,ト リニ ダ ッ ドの例 を のぞ い て は小論

の枠 を越 えて い な い 。 トリニ ダ ッ ドの カ ー ニ ヴ ァル は本 の形 に な って 紹 介 され な が ら

も,社 会 集 団 との 関 連 も儀 礼 の進 行 も余 り明 らか に され て い な い 。

　 これ ら4例 に共 通 な 現 象 はカ ー ニ ヴ ァル の女 王(特 に,ド ミニ カ,ト リニダ ッ ド),

仮 装 行 列(特 に,ド ミニ カ,ト リニ ダ ッ ド)と そ の コ ンテ ス ト,女 装,ダ ンス(特 に,

ド ミニ カ のダ ンス ・グ ル ー プ),ジ ョー ク,物 理 的 な い し言 葉 に よ る侮 辱 を 与 え て社

会 的 制 裁 を 加 え る こと　 (特 に,ア ンダ ル シア の例[GILMoRE　 1975:338-339])な

どで あ る。

　 そ こに は チ ャ ム ラの よ うな 古典 的 カ ー ニ ヴ ァル の要 素,つ ま り,キ リス トと反 キ リ

ス トの 対立 と い う もの は既 にみ られ な い 。 しか し,こ れ らの 例 を も っ と詳細 に観 察 す

れ ば,善 と悪 の対 立 は様 々な 形 で 姿 を みせ る もの と私 は考 え る。 ま た,こ れ らの町 や

都 市 で は,民 族 間 の葛 藤 は姿 を か えて 階 層 間 の葛 藤 とな り,葛 藤 の 儀 礼,「 地 位 逆 転

の儀 礼 」[TURNER　 l　978:3]と して の カ ー ニ ヴ ァル の特 質 が明 白 にで て い る 。 ドミ

ニ カの 町 で は下 層 対 上 層 の対 立[GONzALEZ　 1970],ア ンダ ル シア の 町で は 労 働 者

対 旦 那 衆 との 対 立[GILMORE　 l975]が 儀 礼 的 ジ ョー キ ング に 出て くる。

　 スペ イ ンに つ い て は多 数 の カ ー ニ ヴ ァル 研 究 が あ る が,私 は まだ文 献 を入 手 して い

な い。 ス ペ イ ンの フォ ー ク ロ ァー は余 りに も大 きな テ ー マ で あ るの で,そ の検 討 は他

の機 会 に譲 りた い 。

VI.二 元 性の噴出一象 徴論 と して

カ ーニ ヴ ァル はキ リス トと反 キ リス ト,善 と悪,イ ンデ ィオ と ラデ ィ ノの葛 藤 の儀
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礼 で あ り,都 市 や 町 で は,階 層 間 の対 立,葛 藤,地 位 逆 転 の 儀 礼 で あ った。 この よ う

に,そ の本 質 に お い て,カ ー ニ ヴ ァル は二 元 性 対 立 の儀 礼 で あ った 。二 元 性 対 立 が カ

ー ニ ヴ ァル の 期 間 に強 調 され な いで
,四 旬 節 か ら聖週 間 に か けて,も し くは聖 週 間 だ

け に劇 化 され る こ と も可 能 で あ る。 この場 合,儀 礼 の全 過 程 を通 して 強 調 され る二 元

性 は キ リス トと反 キ リス ト,も っ と端 的 にい え ば キ リス トと ユ ダ との 二 元性 で あ る。

　 ミへ に は ユダ の要 素 は現 わ れ な か った が,こ の要 素 は メ ソ ・ア メ リカに 普遍 的 な復

活 祭 の 出物 で あ る。 それ が 劇 的 に演 出 され る場 合 とそ うで な い場 合 の差 は大 きい が,

とに か く大 半 の 民族 誌 に 出 て くる。

　 イ ンデ ィオ と ラデ ィノ の対 立 が チ ァパ ス州 ほ ど高 ま って お らず,イ ンデ ィオ へ の ラ

デ ィ ノの 影 響 力 が少 な い非 プ ラ ンテ ー シ ョン地 帯,例 え ば,グ ァテ マ ラの テ クパ ンか

らウ ェウ ェ テナ ンゴ に 至 る高 地 で は カ ー ニ ヴ ァル はな い が[BUNZ肌 　 1948:14],こ

こで もユ ダ の要 素 は 出現 す る。 チ チ カ ス テナ ンゴ で は聖 水 曜 日に ユ ダ役 が何 人 か 出て

きて お布 施 を 集 め[BuNz肌 　 1952:215],キ リス トへ の裏 切 りが 象 徴 され・ 聖 金 曜

日に は ユダ 像 の 焼 落 しが あ る[BuNz肌 　 1952:223]。 チ ナ ウ トラで も聖木 曜 日 に,

何 人 か が さ い こ ろ遊 び を し,こ の 人 々 が サ ン ト ・エ ンテ ィエ ロを夜 警 す る兵士 とな り

[REINA　 l966:159]tユ ダ の 裏 切 りが 予告 され る。 聖金 曜 日 に は ユダ 役 が お布 施 を

受 け るが,こ れ は ユダ が キ リス トを 売 った こ とを象 徴 して お り,栄 光 の土 曜 日 に はユ

ダ の ワ ラ人 形 が焼 か れ る[REINA　 l　966:161]。

　 上 記 の よ うな脈 絡 に ユダ の要 素 が 出現 す るの が大 半 の民 族 誌 上 の事 実 で あ るが ・ こ

の 要 素 が も っ と強 調 さ れ,キ リス トで 象 徴 され る善 の要 素 との 対 立 が儀 礼 の全 過 程 に

テ ー マ と して 流 れ て い く時,復 活祭 は二 元 性 の 表 象 の た め の儀 礼 とな る。 そ して ・ そ

れ が 土 着 の 象 徴性 に 充 ちた ドラ マ とな る例 は メキ シ コ北 部 の コ ー ラ族 にみ られ る5)。

　 コー ラにつ いて は種 々の 文 献 が あ る が,復 活 祭 の 詳 細 な記 録 は な く,小 説 家 ・随 筆

家 で イ ンデ ィ オ問 題 に深 くか か わ って い るFernando　 Benitezの 報 告[BENiTEz　 19

73:486-523]に た よ りな が ら,コ ー ラの 復 活祭 を以 下 にみ て い きた い と思 う・Benitez

の 報 告 は 職業 柄,詩 的 表 現 に満 ちて い るが,私 はそ れ らの 叙述 を二 元 性,土 着 の シ ン

ボ リズ ム,カ ラ ー ・シ ン ボ リズ ムの 三 つ の点 に焦 点 を あ て な が ら整 理 してい きた い 。

　 こ こで使 う儀 礼 の番 号 はそ の 過 程 を 曜 日 ご とに順 列 化 した もので あ る。 ミへ の 章 で

モ デ ル化 した段 階 の番 号 で は な い。 コ ー ラの例 を共 通 の 段 階 に は め こむ こと はむ つ か

5)メ キ シコ北部のナヤ リト州 に居住 し,土 着の儀礼を固持 している民族 グループとして・近隣

のウィチ ョル と共 に有 名で ある。特 に,コ ー ラの復活祭儀礼 は ドラマチ ックなもの として知 ら

れてい る。ウィチ ョルが個人や家族を中心 とした儀礼に固執するに対 して,コ ーラは復活祭 の

ような集団儀礼を得意 としてい る。
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しい。 コ ー ラの 復 活祭 は余 りに も個 性 的で あ る。 儀 礼 の 過 程 を 記述 した後,全 体 との

つ なが りか ら出 て くる意 味 づ けを し らべ,ミ へ の例 で モデ ル 化 した段 階 の大 番 号 に収

敏 して み よ う。

　 枝 の 日曜 日

　 特 に儀 礼 は な い。

　 聖月 曜 日

　 サ ン ・ミゲ ル の 行 列。Hintonに よ る と サ ン ・ミゲ ル は あ けの 明星 と もよ ばれ,ま

た原 語 で は タハ ス(Tahゑs)と もよ ば れ,父 な る太 陽 に先 だ って空 に現 わ れ,大 蛇 ク

ク ー(CucU)を 殺 害 す る。す る と,ク ク ー は西 の 海 に 退 き,太 陽 が替 って 光 を 投 げ は

じめ る,と コー ラの 間で は考 え られ て い る[HINToN　 1972:35-39]。 なお,太 陽 は,

Gonzalezに よ る と,タ ヤ オ ー(Taya6)と 称 され,父 な る イ エ ス ・キ リス トと同 一 視

され て い る[GoNzALEz　 1972:163]。 一 方,ク ク ー は,　Benitezに よ る と,悪,フ

デ ィオ の 象 徴 とさ れ て い る。 この よ うにみ る と,聖 月 曜 日の サ ン ・ ミゲ ル の 行 列 はイ

エ スの 出 現 と最 終的 な勝 利 を 予告 す る た め の段 階2に 属 す る儀 礼 と解 釈 で き る。

　 聖 火 曜 日

　 1・ 朝 の10時 に,3人 の 助手 を つ れ た土 着 の 司祭(詳 細 に つ い て は不 明)が 道 の 真

中 に穴 を掘 り,木 綿 とセ ンボ アル の花 を さ しこみ,土 地 の 神 へ の捧 げ物 とす る。 こ う

して,土 着 の 神 が 復 活祭 に も 出現 す る。

　2・　 そ して,正 午 に,ユ ダ ヤ人 を 示 す フデ ィオ が 三 列 に な って バ リオ か らお りて く

る。 フデ ィオ は鹿,お お み みず く,イ グ ア ナ,そ の他,怪 物 の よ う な格 好 の 面 を 頭

に つ けて お り,白 馬 に ま たが った 第2百 人 隊 長 に 従 え られ て お りて くる[BENiTEZ

l973:487-488]。 この フデ ィ オの 行 列 はイ エ ス に対 立 す る悪 の存 在,イ エ スの 存 在 へ

の 挑 戦 の 予告 と考 え られ段 階3-(1)に 属 す る儀 礼 で あ る。 お そ ら く,ブ デ ィオ の 装

束 に コー ラの土 着 の動 物 神 が 姿 を現 わ して い る のだ ろ う。 な お,百 人 隊 長 の馬 は 白で

あ り,色 の シ ンボ リズ ムか らい う と,未 だ 悪 に コ ミ ッ トして い な い こと を暗 示 して い

る(百 人 隊 長 に第2と 第1と の 区別 が され て い るの は,イ エ ス を 義 な る者 と告 白 した

者 とそ うで な い 隊 長 と の区別 か と思 われ る。 私 注)。

　 聖 水 曜 日

　 1・ 午 前10時 に フ デ ィオ が各 家 庭 を め ぐって,タ バ コ と紙 タバ コを求 め る。 これ は

イ エス を売 る こと を象 徴 して い る。 しか し,こ の 時 の フデ ィオ は 身体 を 白 く塗 って お

り,悪 に本 格 的 に 染 ま って い な い こ とが表 わ され て い る。

　 2・　 フデ ィオ は お布 施 を受 け取 った後 プ ラサ に行 き,踊 り,そ して河 にお り身 体 を
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洗 う。 そ う して 河 か ら出 た と ころ の フ デ ィオ を隊 長(capitan)が つ か まえ,馬 の た て

が み の黒 い毛 で つ くった 綱 で た だ き,地 上 に たた きふ せ る。Benitezに よ る と,こ の

黒 い綱 は大 蛇 ク ク ーを 表 わ して お り,こ の綱 で たた き お と され た者 は悪 の軍 営 に入 る

こ と にな る。 そ の証 拠 に,こ の 時点 か ら フデ ィオ は しゃべ る折,文 章 を逆 に し ゃべ

る 。 これ は,ウ ィチ ョル が巡 礼 の 道 中 で,ず っ と文 章 を逆 に して 話 す[MEYERHOFF

1974,1978]の と 同 じで,正 常 な世 界 が 逆 転 し,無 秩序 が支 配 して い る こ とを 表 わ

して い る。

　3.　 この 後,フ ァ リセ オ(fariseoパ リサ イ人)が 白馬 に また が った第2百 人 隊 長 と

一 緒 に お りて きて
,フ デ ィオ の行 列 を 従 え て プ ラサ に くる。 そ こで フデ ィオ は亀 の ダ

ンス をサ ン ト ・エ ンテ ィエ ロの お かれ て い る教会 の前 で 踊 る。 そ れ は エ ロテ ィ ッ クな

ダ ンス で 聖 な る秩 序 を お か す もので あ ろ う。 そ して,サ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロの世 話 役

(caporal)が 第2百 人 隊 長 の 白馬 に祝 福 を 与 え る[BENiTEz　 l973:488-493]。 第2

百 人 隊 長 は イ エ ス の刑 に直 接 コ ミ ッ トす る わ けで は ない か ら,悪 の側 とはい え,善 の

側 を しめ す 白馬 を与 え られ て い る し,サ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロの世 話 役 か ら祝 福 さえ う

け るの で あ る。

　 以 上,1.聖 水 曜 日に お こなわ れ るお 布 施集 め,2.黒 い綱 に よ る フデ ィオ の た た

きつ け,3.　 フデ ィオ の行 列 と亀 の ダ ン スに は,フ デ ィオ側 の 悪 と して の 顕在 化,そ

して イ エ スへ の 挑 戦 が暗 示 され て お り,イ エ スの 悲 劇 を一 般 的 に 予告 す る段 階3-(1)

に属 す儀 礼 群 で あ る 。 この挑 戦 は聖 木 曜 日の儀 礼 に ます ます 顕 在 化 す る。

　 聖 木 曜 日

　 この 日に は矢 つ ぎ早 に事 が 起 る 。

　 1.朝 の7時 に フデ ィ オが 本格 的 に誕 生 す る。 河 辺 で 身体 を 黒 く塗 り,白 で 線 や 丸

形 を つ け て い く。 今 や,フ デ ィオ は黒 で塗 られ,悪 の 化 身 とな る こと が象 徴 的 に表 わ

され る。

　 2.教 会 で はサ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロの 箱 を 開 け,イ エ ス の存 在 が 明 確 に さ れ る。

　 3.第2百 人 隊長 が 白服 で 白馬 に また が り,フ デ ィオ を従 えて プ ラサ に来 て,教 会

の前 で 列 にな る。 そ して,亀 のダ ンスや 性 的 暗 示 の 多 い ダ ンスを 踊 る。 これ は1.で 結

集 さ れた ユダ の要 素 の イ エス へ の挑 戦 で あ ろ う。

　 4.第2百 人 隊 長 は馬 に 乗 り,教 会 の 内庭 を 駆 け ま わ り,馬 を お りて か らサ ン ト ・

エ ンテ ィエ ロの前 に進 む 。 この時,彼 は帽 子 を 脱 が な い 。 この行 為 は不 敬,挑 戦 を し

め して い る。 ま た,フ ァ リセ オ は槍 で 地 上 を た た き,こ れ ま た イ エ スへ の 挑 戦 を しめ

して い る 。
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　 5.第2百 人 隊長 主 催 の最 後 の 晩 さん が 開 か れ,御 子(イ エス),鐘 つ き,土 着 の

司 祭(白 服 姿),シ レネオ,使 徒(子 供 の役)が 参 加 す る。 これ らはイ エ ス側 の要 素

で,晩 さん 中 フデ ィオ は そ の まわ りを 走 り まわ り,投 げつ け られ る食物 を食 べ る。 こ

れ は正 式 の 食 事 に対 して 侮 べ つ の食 事 を表 わ して い る 。

　 6.御 子 は教 会 に戻 る 。 フデ ィオ は後 を 追 う格 好 を して挑 戦 を しめす 。

　 7.　 ナ サ レの イ エス 像 を 教会 の 内庭 に お いて,ゲ ッセ マ ネ の イ エ スを 象 徴 す る。第

2百 人 隊 長 は 内庭 にい き,ク ク ー を象 徴 す る黒 い 綱 で ナ サ レの イ エ ス像 の手 を しば る。

イ エ ス の捕 縛 を 象 徴 して い る 。 そ して,ナ サ レの イエ ス像 を教 会 の前 に設 け られ た 牢

に入 れ る[BENiTEz　 l973:493-503]。

　 Benitezの 記 述 に 私 が 注釈 を上 記 の よ う に加 え た の で繰 返 す こ と もな い が,聖 木 曜

日 に は この 日に イ エ ス に お こった 物 語 が フデ ィオ と イ エ スの 二 元 対 立 を 強調 しなが ら

演 じ られ る。 イ エス を直 接 媒 介 と して 受 難 が 予 告 され て い る段 階3-(2)に 入 る・・一"連

の儀 礼 で あ る。

　 聖 金 曜 日

　 この 日 は イ エ スの 敗 北 と受 難 を しめす 段 階4が 演 じ られ る。

　 1.第1百 人 隊 長 が 現 わ れ る。 彼 は黒 と赤 とい う悪 の シ ンボル ・カ ラー を つ け て い

る。 馬 は黒 馬,ソ ンブ レ ロは黒,ネ ッカ チ ー フは 赤,そ れ に槍 と馬 衣 の 一 部 に 赤 が つ

い て い る。 今 日 は フデ ィオ も黄,青,赤 に身 体 を 塗 り,あ らい ぐまを 持 って 現 わ れ る

(あ らい ぐまが 土 着社 会 で も って い る意 味 につ い て は 文献 を調 べ たが 不 明 で あ った)。

　 2.御 子(イ エ ス)と シ レネオ が教 会 の近 くに あ る家 に入 る。 す る と 「老 人 」 役 を

果 す人 が足 跡 を 書 き,御 子 の 隠れ 場 所 を 教 え る 。 隊長(capitゑn)が 質 問 す るの だ が,

逆 様 に 話 す 。 見 つ け られ た 御 子 は逃 げ よ うと して6～7キ ロ走 る。 村 に戻 った と ころ

を フデ ィオ につ か ま り,村 中 引 まわ され て,そ の間,十 字 架 に 出会 うご と に フデ ィオ

は十 字 架 を 山 刀 で た た き,イ エス へ の挑 戦 を しめす 。 そ の後,御 子 は教 会 の 役 人 に渡

され る。

　 3.　 ナ サ レの イ エ ス像 の行 列 が 教 会 の 内庭 で お こなわ れ る。

　 4.第1百 人 隊 長 と御子 が卵(卵 を 使 う意 味 は不 明 。 私 注)で 飾 られ,百 人 隊 長 は

馬 に逆 さ にの り,フ デ ィオ と整 列 す る。 馬 に逆 様 に乗 る とい う こ とは 日常 的秩 序 の 崩

壊 を 示 して い る。 隊 長 が2.の と こ ろで 逆 様 に話 す の と同 じ こ とで あ る 。 さ て,こ の 行

列 が 終 る と,第1百 人 隊 長 と御 子 は馬 か らお と され る。

　 5.亀 のダ ンスが 踊 られ る 。

　 6.第2百 人 隊 長 が イエ ス の墓 を準 備 す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,
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　7.　 黒 衣 の百 人 隊 長(色 か ら察 して,お そ ら く第1百 人 隊 長)と フ ァ リセ オ とが教

会 の 前 を うろつ く。

　 (3時 に イ エ スが 死 ん だ こと に な る)

　8.　 フデ ィオが 踊 り,歌 う。

　9.第1百 人 隊 長 が 墓 を 警 護 す る。 そ して,墓 にサ ン ト ・エ ンテ ィ エ ロが 入 れ られ

る。

10.七 つ の言 葉 が のべ られ る。

11.　 フデ ィオ 同志 が 闘 い は じめ,最 後 の一 組 が 倒 れ て し ま うま で つづ く。

　 1～9の 間 に イ エ スの 要素 は フデ ィオの 要 素 に敗 北 して い くが,11で フデ ィオ の 滅

亡 も暗 示 され て 聖金 曜 日 は終 る。

　 栄 光 の 土 曜 日

　 1.午 前1時,つ ま り真 夜 中 に,サ ン ・フ ァ ンと マ グダ レー ナ の像 が行 列 に 出 され,

午 前2時 に は河辺 に運 ばれ,教 会 職 の者 が像 を裸 に し,河 の水 に2回 つ けて 洗 う。 そ

して,像 の 水 を ふ き と り,衣 裳 を つ け る。 これ は浄 めの 目的 で な され て い る こ とだ ろ

う,とBenitezは のべ て い る。

　 2.聖 人 像 の 行 列 が あ る。 サ ン ・ペ ドロと サ ン ・フ ァ ン像 を 運 び つ つ,人 々 は走 り

ま くる 。

　 3.朝 に な って フデ ィオ 同志 が 山刀 で 闘 う。 山 と積 まれ た ワ ラが 焼 か れ る。 ワ ラを

つ め て作 った鶏 や 動物 の形 を した ぬい ぐる み を フデ ィオ が人 々の 口元 に持 って い って,

つ め こ も う とす る(こ の 儀 礼 の 意 味 につ い て は不 明 。 私 注)。

　 4.　 10時 に,花 火 が 打 ち上 げ られ復 活 が 象 徴 され る 。

　 5.　 フデ ィオ は河 に入 り身 体 を洗 う。 塗 って い た 色 は水 に流 され る。 浄 め の 象 徴 で

あ る。

　 6.　 ク ラ ンデ ロや シ ャ ー マ ンが 出て 来 て,羽 根 で あ お ぐ[BENiTEZ　 1973:504-

523]。 私 が想 像 す る に,お そ らく フデ ィオか ら流 し落 され た 悪 を 吹 き と ばす た めで あ

ろ う。 以 上 の べ て き た,1～6の 儀礼 は段 階5に 属 す るが,各 儀礼 は コ ー ラ独 得 の も

の で あ る。

　 上 に みて きた よ うに,コ ー ラの 復 活祭 は そ の大 筋 と して 段 階2か ら5に 至 る キ リス

トの受 難 劇 で あ って も,そ の演 出の 基 調 とな る もの は コ ー ラ自体 の 二 元性 の表 現 で あ

る。 コ ー ラは受 難 劇 を 演 じて い る よ うで い て 実 は コー ラの土 着 の 二 元 性 の葛 藤 を ドラ

マ化 して い るの だ とい え よ う。 コ ー ラは メ キ シ コの イ ンデ ィオ の中 で も文 化変 容 を最

小 限 に くい とめ た 民 族 で あ る。 植 民 地軍 が本 格 的 に侵 入 した の は1722年 で,18世 紀 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 701



国立民族学博物館硯究報告　　4巻4号

現 在 の コー ラ文 化 の原 型 が で き上 が り,以 来,大 きな 変 容 を うけ な か った,と されて

い る[GRmEs　 and　 HiNToN　 l969:795]。 イ エス が 太 陽 と され,サ ン ・ミゲ ル が悪

を 払 う明 けの 明星 とさ れて い る よ う に,コ ー ラはキ リス ト教 の各 聖 人 に土 着 の 神 を あ

て は めて 考 え た 。 例 え ば,サ ン ・ペ ドロ は ト リック ス タ ーの 役 の コ ヨー テ に当 る もの

とさ れて い る[GRIMEs　 and　 HINToN　 l969:806,809]。 そ して,復 活 祭 に は土 地 の

司祭,ク ラ ンデ ロ,シ ャー マ ンが姿 を みせ,フ デ ィオを は じめ とす る 登場 人 物 の 装 束

や演 技 も土 着 の シ ン ボ リズ ム に満 ちて い る。 こ う して,コ ー ラ はキ リス ト対 ユダ の ド

ラマ に実 は彼 等 自身 の 神 々の 闘 い,善 と悪 の 神 々の 闘 いを 演 じて い る ので あ る。

　 コー ラの 二 元 性 の 荒 々 しい表 現 は ソ ノ ラ州 の マー ヨ族 の聖 週 間 に も っ と弱 ま った形

で 見 出 され る6)。 こ こで はパ リセ オ(Pariseoと 記 述 さ れ る,ピ ラ トの 軍 団 で あ る)

と カバ コバ ム(dapakobamユ ダ ヤ人)で 代 表 され る悪 の要 素 と イエ ス で 代表 さ れ る

善 の 要 素 の対 立 と最 終 的 なキ リス トの勝 利 が劇 化 され る 。 そ の劇 化 は コー ラの もの ほ

ど ドラ マチ ック で は な くて,一 定 の様 式 化 が み られ る(実 例 につ いて は,[CRUMRINE

1974]を 参 照 の こ と)。 この 種 の 様 式 化 の頂 点 は マ ー ヨ に隣接 す る ヤ キ族 の 聖 週 間 に

見 出 され る7》。 ヤ キ につ いて はEdward　 Spicerに よ るポ タム の村 の 報 告 が あ る が

[SPIcER　 l954:146-154],よ り詳 細 な 記述 の え られ る ア リゾ ナ州 の ヤ キの 村 パ ス ク

ワの聖 週 間 の 事 例[PAINTER　 l976]を 二 元性 の演 出の 様 式 化 とい う点 に限 りなが ら

み て い きた い 。

　 四 旬 節 は イ エ ス と マ リア 像 を擁 す る教 会 グル ープ に対 す る反 教 会 グル ー プ の挑 戦 が

徐 々に 高 ま って い く過 程 の 演 出 に あ け くれ る。反 教 会 グ ル ー プ は フ ァ リセ オ(Fariseo),

カバ レ ロ(Caballero),ユ ダ を 象徴 す る チ ャパ エカ(Chapayeka),ピ ラ ト(Pilato)

か らな り,祭 壇,教 会 の 十 字 架,ヴ ィア ・クル シ スの 十字 架 の よ うな教 会 側 を 象 徴 す

る もの に対 して挑 戦 し,イ エス を追 跡 す る よ うな 象徴 的 行 為 を お こな う。 しか も,こ の

挑 戦 と追 跡 の儀 礼 的 表 現 は四 旬 節 の 金 曜 日 ご とに強 調 され る。 この反 教 会 グル ー プの

攻 撃 に対 して イ エ ス を 中心 とす る教 会 グ ル ー プ を守 る もの は花 の シ ンボ リズ ム だ けで

あ り,祭 壇 や像 の前 に置 か れ る花 が イ エ スの 勝 利 を 予告 しつ つ あ る[PAINTER　 1976:

19-24]。 た だ し,四 旬 節 以 降,つ ま り聖 週 間 に はパ ス コ ー ラ ス(Pascolas),鹿 の ダ ン

　6)メ キ シコ北部 のソノラ,シ ナロア州に住む。北米の南西部 インデ ィアン文化とメソ ・ア メ リ

　 カ文 化の混合を しめす民族グル ープである。ヤキとともに,二 元性原理が土着文化 にみ うけ ら

　 れ る。

　7)メ キ シコ北部 のソノラ州に住 み,16世 紀以来,特 に,19世 紀,20世 紀初頭にメキ シコ政権に

　 激 しい抵抗運動をつづ けた。その結果,一 部 は合衆 国のア リゾナ州に移住 した。マーヨと類似

　 した文化を持 っているが,多 難 な歴史的経験の故に,独 自の文化を保存 しようとする意識がつ

　 よい。
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ス(Deer　 Dance)と マ タ チ ニ ス(Matachinis)の ダ ンス が 踊 られ,教 会 グル ープ に組

す る要素 と して 出 て くる。

　 聖 週 間 に は 教会 グ ル ー プ は イ エス の種 々 な像 や マ リア像 を は じめ とす る聖 人 像 の 行

列,賛 美 歌 の 詠 唱 を絶 え ま な くお こな う。旗 の係 りの女 は支 援 を示 す た め に旗 を 振 り,

祭 壇 を まか され て い る女 は花 を 飾 った り,行 列 の前 に花 を 敷 い た り して反 教 会側 の 悪

を 「殺 す 」 シ ン ボル を提 供 す る。 こ う した儀 礼 的行 為 は集 団 的 に,し か も一 定 の リズ

ムに従 って 整 然 とお こな わ れ る。 そ して,栄 光 の土 曜 日と復 活 の 日曜 日以 外 は余 り動

的 な要 素 とな らず,む しろ反 教 会 グル ー プ の劇 的 な動 きを 浮 き上 が らせ る た め の背 景

を提 供 して い る。

　 反 教 会 グル ー プの 動 き は枝 の 日曜 日の 前 日の 土 曜 日に は じ ま る。 フ ァ リセ オ とカ バ

レ ロが ピラ トと一 緒 に な って各 家 族 を 訪 問 し,お 布施 を うけ とる　[PAINTER　 l976:

24-26]。

　 枝 の 日曜 日 に は フ ァ リセ オ の行 進 が あ り,更 に,フ ァ リセ オ は カバ レロ と一 緒 に な

って フ ィエ ス タ用 の 十 字架 を ま る くか こむ 。 そ の 後,チ ャパ エ カ も 出て きて教 会 に接

近 し,さ らに フ ィエ ス タ用 に 設 け られ た 掛 け小 屋 に まで近 づ く。 ピ ラ トは槍 で大 地 を

た た き,威 嚇 を しめす[PAINTER　 1976:26-27]。

　 聖水 曜 日 に は反 教 会 グ ル ー プ の接 近 はつ よ ま るが,仲 間 の分 裂 も暗示 され る。 フ ァ

リセ オ とカバ レ ロは教 会 を 木 の 枝 で飾 り,イ エ スの 放 浪 した荒 野 を象 徴 す る。 そ の 後,

フ ァ リセ オ は教 会 に接 近 す るが,カ バ レ ロは少 し しか接 近 せ ず,別 行 動 を と る。 チ ャ

パ エカ と フ ァ リセ オ はテ ィニ エ ブ ラの時,祭 壇 に まで 近 よ り,イ エ ス の探 求 を 象 徴 す

る。彼 等 は動 物 の よ うに 吠 え る[PAINTER　 l　976:27-29]。

　 聖 木 曜 日 に は チ ャパ エ カ とフ ァ リセ オ の ヴ ィエ ヒー ト(vi()jito,使 徒 を意 味 して い

るの だ ろ う。私 注)探 求 が は じ ま り,フ ァ リセ オ,カ バ レロ,チ ャパ エ カ,ピ ラ トが

イ エ スを ゲ ッセ マ ネの庭 で 探 す 。 チ ャパ エ カ は動 物 か鳥 の よ う に吠 え,鳴 く。 カバ レ

ロの隊 長 が ナサ レの イ エ ス像 に縄 を か け,チ ャパ エ カ が教 会 に まで 運 ぶ 。 フ ァ リセ オ,

カ バ レロ,チ ャパ エカ は像 を警 備 し,夜 を す ごす[PAINTER　 1976:29-32]。

　 聖金 曜 日 に は,カ ル バ リオ に お いて ピラ トが 十 字架 の足 と腕 を3回 た た く。 チ ャパ

エカ は木 の釘 を打 ち込 む格 好 をす る。 イ エ スを 入 れ た棺 台 は フ ァ リセ オ とカ バ レ ロに

よ って教 会 に運 ばれ る。 ピ ラ トは槍 を う ち こむ 。 この時,フ ァ リセ オ は十 字架 の道 を

走 りま わ り,カ バ レロ は武 器 の先 を そ ら して しま う。 こ こで も,二 者 の別 行動 が示 さ

れ て い る。 イ エ ス が復 活 す る時 に は チ ャパ エ カ は互 い に争 う格 好 を して,墓 所 近 くに

い た 兵 士 の役 を演 じる。 ヂ ャパ エ カ は騒 い だ あ と イエ ス の 身体 が既 に ない こと を 知 る
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[PAINTER　 　l　976:32-36]。

　 栄 光 の 土 曜 日に は教 会 側 と反 教 会 側 の 劇 的 な 動 きが続 く。 朝 早 くフ ァ リセ オ は十 字

架 の 道 を まわ り,勢 い よ く歩 き,「 十 字 架 を ねむ りか らさ ます」。 チ ャパ エカ は教 会 か

ら村 の 東 の 入 口 にむ か って小 枝 を敷 きつ めて 道 を つ くりだす 。 こ の小 枝 は花 の表 象 な

ので,こ う して チ ャパ エ カ もいず れ教 会 側 に加 担 して い く こ とが暗 示 され て い る。 チ

ャパ エ カ は ユダ の わ ら人 形 を 持 ち出 し,悪 臭 のす る木 を た き,ダ ンス をす る。 そ れ に

対 して,パ ス コ ー ラ,鹿 の ダ ンサ ー,マ タ チ ニ スの ダ ンサ ー が緑 の草 木,花,色 紙 つ

ぶ て を投 げて 「フ ァ リセ オ を殺 そ うとす る」。灰 で 線 が ひか れ 教会 側 と反 教 会 側 が 並 ぶ

が,カ バ レ ロは線 の 内 側 に 入 って教 会 側 へ の 加担 を しめす 。 フ ァ リセ オ と ピ ラ トは黒

服姿 で 黒色 の太 鼓 をた た い て 列 を つ くる。教 会 側 は フ ァ リセ オ,ピ ラ ト,チ ャパ エ カ

に降 参 す る よ う3度 も うなが す が 拒 否 され る 。 こ こで,グ ロ リアが 歌 わ れ,花 が投 げ

つ け られ,ダ ンサ ー は踊 り,旗 持 ちの 女 子 は旗 を ふ り,フ ァ リセ オ は灰 の線 か ら し り

ぞ く。 これ が2度 く りか え され,第 三 番 目の グ ロ リア が歌 わ れ る と,フ ァ リセ オ は火

の 中 に仮 面,刀,短 刀 を投 げ 入 れ る。 これ で フ ァ リセ オ は死 ん だ こ と にな り,代 親 が

か け つ け,コ ー トや 毛 布 を か け,祭 壇 に連 れ て い き,祝 福 を受 け させ る。 カバ レロ は

既 に祭 壇 の と こ ろ に い る。 この 後,フ ァ リセ オ と カバ レロ は教 会側 と一 緒 に な って,

イ エス像 を守 る[PAINTER　 l　976:36--39]。

　 復 活 の 日曜 日に は 教 会 側 の儀 礼 が多 い が(こ れ は他 の地 域 や 民 族 と同 様),フ ァ リ

セ オ は代 親 に よ って 教会 に つ れ て い かれ,イ エ スへ の帰 依 を 再 び 誓 わ せ られ る[PAIN-

TER　 　1976:39-40]o

　 ヤ キ に二 元 性 が 極 め て 象徴 的 に演 じ られ る復 活祭 の儀 礼 が存 続 して い るの は 何 故 で

あ ろ うか。Spicerの 報 告 して い る ソ ノ ラ州 の ヤ キ の村 ポ タ ムの 例 で み る と,こ の 社

会 は双 分 性 の 発 達 した 社 会 で あ る こ とが わ か る。 三 位 一体 の守 護 聖 人 の祭 りを み て も

赤 の グ ル ー プ と青 の グル ープ の 双 分 組織 が み られ る。 赤 グル ー プ は洗 礼 の す まな い モ

ロ人(ム ーア人)で あ り,悪 を 象 徴 して お り,村 の下 手,つ ま り西 側 の人 々で あ り,

赤 の旗 を持 って 現 わ れ る。 青 グ ル ー プ は キ リス ト教 徒 で あ り,善 を象 徴 し,村 の 上 手,

つ ま り東 側 の人 々で あ り,青 の 旗 を 持 って現 わ れ る[SPIcER　 1954:120-121]。 こ

の よ うな 双分 的儀 礼 組 織 と儀 礼 生 活 は16世 紀 か ら18世 紀 中葉 に まで 至 る ジ ェ ス イ ッ ト

に よ る平 和 な 宣教 の時 代 に様 式 化 した もの と され て い る[SPIcER　 l　954:26]。19世

紀 後 半 か ら20世 紀 に な って,マ ー ヨな ど近 隣 の ソ ノ ラ州 の 民族 が次 々 と文化 変 容 を う

け たが,ヤ キ は経 済 的 に はメ キ シ コに統 合 され な が らも,特 に1920年 代 よ り意 識 的 に

教会 組 織 と儀 礼 を再 組 織 し維 持 して い った が た め に[SPIGER　 l　954:189],伝 統 的 な

704



黒田　 復活祭をめぐる儀礼の過程の変形と意味

双 分 性 が 残 存 し,復 活 祭 に も二 元 性 が 強 調 さ れ,様 式 化 され る こ と にな ったの で は な

い か と私 は推 測 して い る 。 ア リゾ ナの パ ス ク ワで復 活 祭 儀 礼 が ソ ノ ラの ポ タ ム よ り高

度 に様 式 化 した の は,SpicerがPainterの 報 告 の序 文 に書 いて い る よ うに,白 人 文 化

にふ れ た ヤ キの 人 々の 意 識 的 な伝 統 維 持 へ の 努 力 に よ る もの と 思 わ れ る[PAINTER

1976:3--4]。

お わ り に

　以上,復 活祭をめぐる儀礼め五つの変形を記述 ・考察した。1.形 態的に簡略なも

の,2.形 態的に豊かなもの,3。 社会組織の反映として論じられるペニテンテの儀礼

の強調,4.カ ーニヴァルの強調,そ して,最 後に5.受 難劇が背景に消えて しまう

かと思えるほどに土着の二元性が前面にでて くるもの,の5変 形である。これ らの変

形の検討が本研究ノー トの主目的であって,そ の背景となる歴史的 ・社会的状況の説

明は軽く言及するにとどめた。

　受難劇という唯一のテーマを種々に変形 して演出する土着文化の民俗的想像力は多

大である。2.の 場合は,経 済的 ・文化的統合の高さが段階1か ら5に 至る数々の儀礼

の精緻さを維持しており,3.の 場合は,民 俗的想像力というより社会組織上の必要か

ら段階1-2を 強調するペニテンテの儀礼がでてきた。そ して,4.と5.の カーニヴァ

ルの強調と土着の二元性による変形にこそ,ダ イナ ミックな民俗的想像力の働きがう

かがわれた。儀礼のおこなわれる時期を基準として4.と5,と いう風に分けたが,儀 礼

の要素,展 開,そ して意味づけからみて極めて類似性がたかい。善と悪の対立,秩 序

の混乱と逆転,善 の勝利という展開をたどる点において,4.と5.は 同 じ演出なのであ

る。4.に 濃厚な歴史的 ・社会的葛藤の表現としての儀礼を象徴化させていくと,5.の

二元性の儀礼に変形 してい く。

　カーニヴァルは本稿では手短にしか扱わなかったが,将 来,資 料を広 くえて,カ ー

ニヴァル自体の特質について考えたい。 チャムラの カーニヴァルがPozasに よって

は簡単にしか報告されていなかったが,Brickerの 研究によりその全貌が明 らかにな

った例もあることだから,他 にも民俗社会のカーニヴァルで新たに調査できる例 もあ

るかもしれない。また,都 市のカーニヴァルの研究は盲点になっているが,こ れは都

市人類学の一つの重要なテーマになりうる,と 私は思 う。

　 コーラの復活祭の記述はBenitezの ルポルタージュに頼 ったが,将 来,も っと確実

な資料がでて くることを期待している。
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　筆者のカ トリック祭儀についての知識はフィリピン,メ キシコのインデ ィオの社会

や合衆国のニュー ・メキシコにおけるものに限られており,私 の聖書についての理解

は浅薄きわまるものなので,当 研究ノー トでおこなった資料の解釈や説明に初歩的な

誤 りがあるかもしれないがi諸 氏の御指摘をえて是正 していきたいと思う。ただ し,

カ トリック祭儀自体は二次的なものであり,そ れを媒体として表現された土着文化の

儀礼変形力をさぐることが本稿の主目的であった。
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